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十 全 合 雑 誌
第三十九巻 第五號 （第三百四十四號）

      昭和九年五月一日嚢行

金澤馨科大學病理撃教室
   （主任中村教授）

癌腫症二於ケル内分泌腺ノ病理解剖

     學的及組織學的研究

其ノ1， 睾丸ノ愛化二就キナ

助手石本義四郎
    （日石禾口8句…8月14I≡■；書同町）

緒  識

第一章研究材料地二研究方法

第二軍瞼實所見

第三章所見概括

第四章 考  接

 1．精練形成障碍

 2．多核細胞

 3．結石形成

茨

 4．細精管壁肥厚

 5．問  質

 6．血  管

 7．間細胞
 8。「フホ：イド」

 9一問細胞ノ意義呈勤スル1・2ノ考察

権  識

結   論

 癌腫症ハ臨床蟹學及病理學上種々研究セラレツノ閣明セラレタル所少カラザレドモ衡未知

ノ領域甚廣シ。近来1新二血清學的及冤疫學的研究ノ封家トナサルト難毛，米ダー義的ノ結果

二到達セズ，漸ク將來ノ研究二対スル基礎ヲ置キクルモノノ如シ（Sachs｛90〕）．近頃叉組織

化撃的研究及組織培養研究行ハル・二列レリ．サレドI Borst｛10）八分離セラ1・硝子上二培養

セラレタル細胞ニヨツテ癌腫間題ハ解決セラル可ヰニ非ズシテ，腫瘍患者ツノモノノ研究ニ

ョッテコソ始メテ分明セラル可ヰモノナルガ敬二人騒観察ハ再ビ研究ノ主題タル可キナリト

書ヘリ．

 元來癌腫症ハ髄質學的二最意味深キ疾患ノーナリー叉髄質學ハ内分泌臓器トノ關係甚緊密

                 日1コ
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テルモノナリ．

 他方睾丸ハ最感受性高キ臓器｝シテ認メラレソノ急性慢性ノ各種疾壊、時二於クル検索亦多

シ．1932年Sehrt㈹ハ癌腫症時二於クル撃九二特別ナル愛化アリ｝ナシ，ソノ特徴ノミニ

ョリテソノ材料テ癌腫症患者ヨリ得タルモノナハ推定スルコ｝ハー定限度内二於テハ認メ

ラル可キナリ｝言ヘリ．

 睾丸殊二間細胞ハソノ内分泌機能ノ上二幾多ノ謎テ有スルモノナリ．所説蓬多キモ未：ダ走

読ナシ．嚢二我ガ教室二於テ宮田111）ハ精核症屍二於クル睾丸蟹化二就キナ詳細ナル研究テ

蓬ゲタリ．余ハ癌腫症時二於クル睾丸愛化二戯キナ検索ヲ施シ，併セテ睾丸間細胞ノ機能二

就キナ1・2ノ考察テ試ミントス．

第一章研究材料及研究方法

 本研究昌供セシ人騒睾丸ハ我ガ病理學教室二於テ剖検ニョリテ得タル年齢35歳ヨリ78歳二重ル43例ノモ

ノニシヂ内41例ハ病理筆致室二於テ剖楡並二組織學酌検査二目リテ癌腫症ナル事チ讃明シ，他ノ2例（第

10號及第17號）・・本學附属轡院二於テ癌腫症トシテ手術セラレタル毛ノナリ．

 之箏ノ材料ハ5％「フォルマリン」液チ貝≠固定シ，之コサ可及的廣キ組餓片テ取リ，一部ハ「ツェロイ

ヂン」包埋切片ヂ作リ，．rヘマトキシリン」一rエナジン」染色，・・n Giesou兵法及淺井氏〔5〕椿子状繊維染色

法テ施シ，他ノー都ハ鵬士氏㈱法二從ヒテ「ケラチン」包埋凍結切片チ作リ，「ズダy m一「＾マト’キシ

リン」重複染色，Cia㏄io民法，Smith－Dietrich民法，Fisch1航民法，「二一’レプラウズルファト」染色法チ

施シ，背無染色ノマ・並二「＾マトギシリン」箪染色チ施セルノミニテ分極光装置顧微鏡下二重届新性脂肪

テ検査セリ．コノ際加熱冷却二目リテ重屈折性ノ滑長及ビ十字像テ現出スルモノヲ・桂意シテ観察シ，一部

ニハ川村氏㈹ノ所謂新法テ試ミ，更二・A・SchuHエe兵法，Go1odct呈民法チ施シ，街85％酒精液チ溶媒ト

セルO・5％「ヂギトニン」液ニョリテ針朕結晶ヲ析出スルモノヲ・注意シテ観察シ，之二目リテ出ル針状結晶

ノ「ビリデン」，氷酪酸，rメチールアルコール」，蔵沸「アルコール」，r工一テル」，rアセトン」，冷96％

「アルコール」，蒸溜水二勤スル溶解性子検セ可．

 筒罫照トシテ20例ノ諸種疾患ニテ死亡セル解剖屍麗ヨ田ノ睾丸テ検シ。更二先年我教室二於テ宮田㈹

ノ研究セル結核症例屍髄睾丸ノ組織標本テ参照セサ．

第二車検査 所 見

【2】
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奥ノ他特記ス可キ所見

小動脈内膜礁子橡物質沈
着著シ

精娠細胞核チ有スル多核
細胞存ス
間質浮腫状テ星ス

小動脈内膜硝子様物質沈
着著シ

間細胞局痂的増生セル郡
アー，

小動脈内膜浦子榛物質沈
着著シ

小動脈内膜檎子様物質沈
着著シ

精娘細胞核ヂ有スル多核
細胞アリ

疏蕪セル細精管群アリ
小動脈内膜硝子檬物質沈
着著シ
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、、1
胃幽門部癌
淋巴腺轄穣，肺報産癌
膀胱直腸窩癌，小葉性肺炎

7．2

5．6

膜

シ

厚 厚

シト
十 十 十 十 斗

椅

到
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多
シ

少 少 窮 糧鰯田胞核チ有スル多核
細胞アリ
精練極メテ少シ
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9一1O 44 159 45 膵臓癒
ﾒ巴腺蕩移

7．0

U．8

慶シ 粉厚シ 浦薄シ

十 十 十 十 十

粉廣シ 粉多シ 滑多シ 多シ

一 無

弱シ 碕鰯弼胞咳チ宥スル多核細胞アリ

ﾝ際セル細精管群アリ
1758

|1546

45 161 側

〔臨床診断：胃癌）
闖p後（胃切除後胃腸吻合）
ﾁ答見性肺炎萎縮腎

8．O

P1．4

廣シ 薄シ 粉瀬シ

十 十 十 十 十

銚シ 少シ 少》 坐シ

． 無

弱シ

1I 1165 47 152 50
肝原蟹瘤
¥二指腸潰瘍
@維性心筋炎

廣シ 簿シ 椅厚シ

十 十 十 十 十

猿シ 少シ 全シ 少シ

十 無

弱シ
臓母細胞咳チ有スル多榛細胞アリ

エ2 1690 47 I58 47

肝原螢癌
ﾒ巴腺轄穣
x肋膜下韓移
｡隔膜轄穣

7．7

W－5

挾シ 給’

凬V

漕厚シ

十 十 ヰ 十 ■

椅廣シ 漕多シ 袷多シ 少シ

十 有

中等

精鰯洞胞核チ有スル多凄
ﾗ胞アリ

13 16u 48 I58 50
S字厭結腸極性癖
∮W性大腸漬瘍
ｶ肺陳奮詰核

10，5

P1，O

廣シ 厚シ 厚シ

十 十 十 十 一

猿シ 全シ 少シ 少シ

十 有

中等 琉蕪セル綱蜻管群アリ
ｬ動脈内膜硝子檬物質沈
??V

14 1567 50 153 38

胃癌
ﾒ巴腺簿移
ﾌ甥移
恃ﾕ睦腹膜播種

10，4

P1．0

廣シ 椅瀬シ 厚シ

十 十 十 十 十

猿シ 少シ 少シ 多シ

十 有

弱I》 精娘及精母細胞核テ毛スル
ｽ核細胞アリ。珊蕪セル紬
ｸ管群アリー小動脈内膜二
ﾉ子様物質沈着著シ

ュ5 1668 50 167
胃癌（穿孔〕

B動脈賄予擦塑性

廣シ 薄シ 椿厚シ

十 十 十 十 十
@1

猿シ 少シ 少シ 多シ

十 宥

中等

小動脈内膜二浦千穣物質
ｾ着著シ．

16 1597 52 164 39
左肺原費癌，腎鞠穣
¥二指腸簿移
ﾒ巴腺轍移

11．5

普D3

廣シ 檎薄シ 厚シ

十 十 十 十 十

廣シ 多シ 多シ 多シ

十 無

中等 精砥，精母，精堰細胞核テ
Lスル多核細胞アリ．琉、セル納精管群アフ．血管内

喧L浦千機物質沈着著シ

17 1563 55 159 33
（臨床診断：胃癌）
闖p後（胃切除及胃腸吻合〕軽座萎縮腎，部分的筑管支肺炎

9，6

X．5
廣給
@ 厚
V1シ

袷厚シ

十
 i
{1＋ 一 ■

給廣シ 緒多シ 多シ 少シ

十 有

I

弱シ

小動脈内膜二硝子様物質
�??V

18 1530 56 149 30

1胃癌，右動脈硬化性萎縮腎   ，σ3肺1腸及窺管，前縦隔，肺門  …6－2音1㌔肝門部淋巴腺縞晩肋膜炎 1 度シ 薄シ 酷薄シ

十 十 十 十 十

給廣シ 椅多シ 漕多シ 少シ

十 無

弱シ

繍媛細胞核テ育スル多核
ﾗ胞アリ

19 157ε 56 ユ59 60

胃腺癌
ﾒ巴腺簿移，肝脾韓移
??ﾉ播種，右腕氣管支淋巳腺陳
ｱ結核，動脈硬化

10．0

X．O

廣シ 粉厚シ 厚1

V1 十 十 十
・ト 1

換シ 歩シ 杢シ 少シ

十 有

弱シ

細晴管内二縞石形成アリ

多核細胞アリ。珊蕪セル紬

血管内

旨

墨

酊

昔
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20 1693
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55 157 49 胃硬性癖

ﾌ臓萎小
7．2

V．6

廣シ 漕瀕シ 漕」

冝e
V
十 辛 十 十 十

換シ 少シ 少シ 少シ

十 有

弱シ

21 1091 57 185 32 頷頂部及顕頴部漬瘍性癌

廣シ 粉薄シ 厚シ

十 十 十 十 十

挾シ 少シ 少シ 少シ

十 有

弱シ
小動脈内膜二硝予橡物質洗看著シ

I

22 1562一 57

。。。1。。 一 胃腺癒
ﾒ巴腺及肝轄移
E肺陳露結核
P庸勧型噸化性萎縮腎

4．0

S．7

総狡シ 厚シ 厚シ

十 十 十 十 十

換シ 少シ 少シ 少シ

十 有

弱シ

精娘綱胞核チ有スπ多豚細胞アリ，小動脈内膜硝子榛物質挑着著シ，雅蕪セル納精管群γリ

23 ユ3I2 57 I55 39

右原獲癌性性出血性肋膜炎
ﾌ腎贈移
ﾒ巴腺鵜穣
z締分性繊維性剛；欄炎，麗軟化

廣シ 檎薄シ 稔薄シ

十 十 十 十 十

挾シ 少シ 少シ 少シ

十 有

中箏 精媛細胞核ヂ有スル多核
ﾗ胞アリ，小動脈内膜硝
迴�ｨ質批着著シ

24 1828 57 156 48

右脳癌
ﾒ巴腺鞠移，重症膿石症
寞?ﾎ灰流着性隈局牲縞核木肺尖憎性緒核性空洞     一

廣シ 厚シ 糟厚シ

十 十 十 十 十

挾シ 少シ  一
ｭミ漕@i多シiシ

十 有

強シ

小動脈内膜硝子様物質洗
??V

25 1426 58 171 36
s字状緒蝪癌h腸後蔀膿瘍動脈硬化動脈硬化性萎縮腎 狭シ 檎蓼ソ 厚シ

十 一 一 口 一

廣シ 多シ 多シ 椅多シ

十 有

窮シ 小動脈内膜硝予檬物質洗
??V，全細繍管二斑擬
ﾗシ

26 161858
@i

151 一鰯紬 11：1 猿シ 厚シ 厚シ

十 十 十 一 一

廣シ 多シ 多シ 多シ

十 有

弱シ

27

、、、1、、；、、。一

v！

跳燃鰯移 1．声牛目鍬洗賛牲心内膜炎
6．5

U石

檎狭シ 総厚シ 給原シ

十 十 十 十 十

廣シ 多シ 多シ 稚多シ

十 有

弱シ 燭娘細胞核テ有スル多核
ﾗ胞アリ，精繍ハ少シ，
ｬ動脈内膜二硝予機物質
�?ﾗシ

、、。1、。「、、、 1 ． ⊥．  ■

28 47 胃癌
ﾌ鶴移

7．8

T．8

稚挾シ 檎厚シ 栴厚シ

十 十 十 十 十

廣シ 多シ 多シ 少シ

十 無

弱シ 精娘乗蝿胞核テ肩スル多核
ﾗ胞アリ，精繍ハ少シ，一部細精管瞳1廣ク細胞成分二富メルモノアリ

29
 ≡
V35 P60

@≡

㎜1蝸1鰯騨牡皮癌〕
@j ！手術後（躍嚢切除肝部分的切除）

6．0

U．5

挾シ 厚シ 厚シ

十 十 ■ ■ 一

廣シ 多シ 多シ 椅多シ

十 有

弱シ 小動脈内膜二梢千棲物質
�??V，斑蕪セル細精
ﾇ群アリ

30 130｛

、、1、、、 1

1末頸部淋巴腺癌
H適癌性瞳瘍
z肺上葉陳醤繍核1存肺下葉カ11答見性肺撮

換シ 厚シ 厚シ

十 十 十 十1＋

廣シ 多シ 多シ 多シ

十 有

弱シ 小動脈内膜＝硝予檬物質流着著シ，精繰ハ少シ，

?塔Zル細縞管廣ク存ス

31 366 62 159 仏

圏屈骸性腺際圓桂」：皮癌
x肋膜下韓移淋巴腺鞠移，肝簿移芹肺石灰批義性陳奮鰭核

4。！挾461

@1シ

厚シ 厚シ

十 十 十 十 十

廣シ 多シ 多シ 多シ

十 有

中等

精糠ハ甚少シ，琉1藤セル
ﾛ精管廣グ存ス
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32

、、、、1、、1、、、 ∴

惰癌
ﾒビ腺鞠移，肝及肺簿樟
�t性出血性癌腫性腹膜炎

椅1総狭 薄、            ，ソ  ソ

給厚．シ

十 十 十 十 ．

独シ 少シ 少シ 少シ

十 有

中等 繍媛細胞核チ有■
ﾗ胞存ス・小動、滞予穣物質沈着

、31、、、、1、、1、、、1∴

S学献緒腸腺癒，肝轄移
ｮ脈硬化
ﾞ縮腎

7．0

V．0

糟挾シ 硲厚シ 袷厚シ

十 十 十 十 ■

廣シ 多シ 多シ 檎多シ

十 有

弱シ 糧娘細胞核テ有
ﾗ胞アリ，間質チ暴ス，琉蕪セ

Qア1，
、、、、1、、；、。。 l l

47

T134
胸腺癌
x轍移
ｶ繊維性簗磁性化膿性肋膜炎

6．6

U．8

糟 袷
i 瀞シ  シ

厚シ

十 十 十 十 十

荻シ 少シ 少シ 少シ

十 宥

強シ

斑癖セル綱精管
ｸ練ハ極メテ少

 一@■351 j 1、、、1、、1、、、1、、！灘磁麟胱炎

P一」1錺綴罐縮腎

換シ 檎厚シ 厚シ

十 十 十 一 11

廣1多

Vjシ

多シ 少シ

十 有

腿シ 小動脈内膜二精一
ｾ着著シ，廉無一
ﾇ群アリ，結石

 一36rI78場

@；

 一671145

@■

35

□1婿嚢癌淋巴腺簿移

v化膿性唾液腺炎

σ2■椅
浮Si墾 ！ソ

椅薄シ 椅厚シ

十 十 十 十 十

廣シ 多シ 多シ 多シ

十 有

強シ

賭媛細胞核テ有」
ﾗ胞アリ，精練一

 1 ：
P482！681146

@」1

  憎癌34淋巴腺鞠移，肝轍移

@1大腸二次性癖，膿石症

。。1廣a2i  シ
椅厚シ 蒲シ

十

。1． 1

十 十

廣シ 少シ 多シ 構多シ

十 有

弱シ

琉藤セル細精管

、、1

@一…一・一一一r i381ユ508 1 1

給敬シ 薄シ 稿厚シ

68 164 36 右肺癌
ﾒ巴腺及肋膜轄移

十 十 十 十 十

廣1多 iシiシ ’

多シ 多シ

 ‘十1有 ■

強シ 斑蕪セル細精管
ｸ娘細胞核ヂ肩
ﾗ胞アリ，精練

39

 l l l    1

ｦ691 i  l 163 34

左梨子状掲癌
ﾒ巴腺轄穆
ｶ肺尖硬鰭，筑管支淋巴腺石
D沈着性陳蕾結核

廣シ 袷厚シ 粉薄シ

十 十 十 十 十

窟シ 少シ． 多シ 多シ．

一 有

弱シ 小動脈内膜二粉
ｾ着著シ，繍娘・
潟iル多核細胞一

 一  ■
@コ4011604．70167

@1 ！

34

嵩小湾癌
ﾒ巴腺鵜移，左右肺空洞形成
ｶ肺上薬播極性細葉性結核
ｶ肺ヒ下葉納稟性笛核，腸結核

8．2

X．2

猿シ 薄シ 厚シ

十 十 ■ ■ ■

廣シ 多シ 多シ， 多シ

十 有

強シ 碇蕪セル細精管
ｸ粗細胞核チ有
ﾗ胞アリ

41 1778 70 159 40

胃腺癌
ﾒ巴腺鱒移，動脈硬化
ｶ肺総務，汎骸性漿液
ｫ繊維素性化膿性腹膜炎

8．7

W．7

糟挾シ 厚シ 構薄シ

十 十 十 十 十

廣シ 多シ 多シ 稿多；

V
十 有

弱シ

精練ハ少シ

 i4211823

75
 十’50

h9
胃癌，膵萎小
ﾞ縮腎，動線硬化
ｽ毒性（？）睾丸胱腫症

換シ 給亭ソ 厚シ

十 一 一 一 ・

廣シ 多シ 多シ 少シ

十 有

弱シ 小動脈内膜二精一
ｾ着蕃シ，全紙ス，間細胞殆ド

 ■43118切O

78 168
、、1鱗魏鰯癌
@ 包稟性化膿性肋膜炎
@ 左肺陳奮結核

8．2

X．7

波シ 檎厚シ 厚シ

十 十 一 ■ 一

廣シ 多シ 多シ 多シ

十 宥

中等
疏蕪セル綱精管1二歩籔存ス

中i 繍媛細胞核チ有スル多核
細胞存ス，小動脈内膜二
滞予穣物質沈着著シ

糧娘細胞核テ有スル多核
細胞アリ，間質・噌腫状
チ暴ス，琉1藤セル細精管

琉ミ癖セル綱精管群アリ

精練ハ極メテ少シ

小動脈内膜二精子穣物質
沈着著ソ，廉蕪セル細精
管群アリ，結石形成存ス

賭媛細胞核テ有スル多核
細胞アリ，精練ハ少シ

流1藤セル細精管群アリ

斑蕪セル細精管群アリ，
精娘細胞核ヂ石スル多核
細胞アリ，精練ハ少シ

小動脈内膜二嚇子様物質
沈着着シ，繍娘細胞核ヨ
リナル多核細胞アリ

碇蕪セル細精管群ア1工
精粗細胞核チ有スル多核

小動脈内膜二糟千機物質
沈着蕃シ，全紙締管耽蕪
  間細胞殆ドナシ

疏蕪セル綱精管群散在性

一
一〇〇
〇〇
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’第   2．  表
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一

小H・1・1土」・1・1・1・1・1・1・H・」・
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糾1・1－H一 士．1■士吐Lり．t■ …1
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一■o■…        …            一
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・リ淵」小1 ・1・1・1・ト中1・■・」村1・1・
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一  一’一   ’
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■一・H・1・1・1糾」小1＋」冊1・1・
一    一■            ’ 一I  ・         ，      ■

・・1冊1・1一 ’，小1丁一可7FF1一二一1片
一    ⊥L－   u一■

十 ・1・

」 」’一       」 ■一⊥   ＾川 一一 ■

34 1冊1・1 一」 十 ・1中1・ ・・レ■一 ・j什 〃 十

一 一35 柑
・1 ■ ・1－1州1 〃

 ，十1

サ上士 ・1 ■ 村1・ 十

・・1冊1 ・」 ■・■拙1 ・i・」 什1・ 十
・1 ・；小 十

凹皿一山・・1

小1 ■・1・ 川 ・1・」 ・j・ 十 十 1・」 料 1・1・
・・1 冊」・1十H小」・H・ ■ ・1 刊十 ”1＋

■

十」・1川㌃1■＾トト
一 I 一一     ■        一     一 一  ■

■・・1川・ 1・1什 ・1・

’」一⊥・・j小 十！土1村1・i・1ザ・1・1一 ・1付1 ・1・

｝」｝rぺ］、、小下一叶！3■■三」｝」1！一土
・・1■ 1 1一一1 H＃ ■■一1

一」 1一

・・1州 赤■・ ・1冊1・1・」・ 赤1一・1・1 十 ・1＋

 Sm－Di寸法トァルハSn汕h－Dietrich法テ示ス．「スタ＾ン」I1I，重屈折ニハ番r＋，什，

拙チ以テソノ出現量チ示シ，Fiミ。bler，Smith－Diet・ich，Cミa㏄io兵法及十字像ニテハ単二

十，一チ以テソノ出現ノ有無チ示セリ．

「二一ルプラウズルファト」染色ニテ青トアル声帯青色二染色セラレタルチ赤シ，赤トアル

ハ茎赤色二染色セラレタルチ示スモノナリ．

 ヵ口盤；略澗失ノ碩二澗トアルハ冒背失シ妻レルチ示ス．

第三車断見概括

 1．精練及各種精細胞

 精練形成金グ鉄如セルモノハ検査例総敷43例中14例，精練形成極メテ少クシテ唯金切片標本中健二敏隻

チ認メシムルノミノ毛ノ8例，金切片標本二於デ概シテ少キモノ15例，比較的常態二近キ藪二於テ之ヂ翻

メシムル毛ノ6例アリ．

 一般二糖繍形成ハ甚シク嚢ヘタリ．擁列ノ版ハー般二不規則ニシテ，ソノアルモノハ中央二脱落セル騎

細胞間二位シ，頭部ノ形ハ鐘形スルモノアリ，叉「＾マトキシ巧yJテトラスシテ「エオジン」テトリテ赤染

スル毛ノア切，ソノ尾部ノ消失スル毛ノ多シ．

 精娠細胞テ鉄如スル毛ノバ10例二於テ在シ，ソノ金側二於テ精練チ鉄如スル毛ノナリ．精堰系同胞少キモ

ノ17例存ス・精母細胞テ鉄1如スルモノハ6側ニシテ。皆織練，精嬉細胞テ銚如ス．糖母細胞存スルモ少籔

ニト“マルモノハ16例存ス．繍砥細胞チ鉄如スルモノハ2例存シ，コノ2例二於テハ細精管内ニハ殆ド細

胞成分テいメスシテ健二S町to1i氏細胞遺唖ト言忍ム可キモノヂソノ切片標本ノー隅二於ケ〃綱精管内二

翻メツムルノミノモノナリ．繍祀［細胞ノ全数ナル手ノ3例存ス．

                  【8】
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 一般二精観精細胞敷ハ少クシテ，更二核鍵形，核崩壊，核染色不良，核壁過染色等蟹性像チ赤スモノ

アリ．縞細胞中精脇畠次ギテ曇鐘化甚シキモノハ精擢細胞ニシテ精母細胞ノ愛化之二次ギ精祀細胞ハ最鐘

化ヂ赤スコト少ク，斑蕪昆シギ細階管二於テ他ノ精細胞淘失ゼルモノニアリテモSerto1i氏細胞ト共二認メ

シムル事多シ．

 細精管内細胞ノ多数存スル時ニテハS・・toエi氏細胞ハ細構管周盤部二近グ春スルモ，糖細胞減少’礎ツ

チ，ソノ大サチ増シ核ハ内睦二迩ク位置シ束ルカ地シ。Sc・to1i氏細胞ヂ金ク鉄地スル毛ノバ1例モナグ，

細精管雅蕪甚シクシテ，勝腫症チ呈スルモノニテ毛，ソノ切片標本中ノ何塵カ昌之テ翻メジメタリ・

 a多核細胞

 細蹴管内二多核細胞チ翻メシムルコト多シ、ソノ繍娘細胞核ヂ有スルモノバ15例二於テ存シ，ソノ精母

細胞核テ有スルモノハ2例二於テ翻メラレ，精祀細胞核チ有スルニEノバ2例二於テ存在セリ．縞細胞紫青

ノ異レル段階ニアルモノノ間二，皿ハ精細胞トSe山1i氏細胞トノ間㍉ 一方ノ胸騒叉ハ核ノ他ノ細胞中

二トラレ叉ハ五二融合シテ多核細胞テ．形成セル地キモノハ翻メラvズ．精細胞叉ハS町to1i氏細胞申二糠

繍ガ慶大火＾擬取セラレタル如キ像ヲ．呈スルモノモ存在セズ．

 多核細胞チ構成スル核敷ハ2箇叉ハ3箇ニシテ，之ノ存在スル細精管腔ハー般ニハムシロ廣キ万ニシテ

細胞数少カラズ壁肥厚叉甚シカラザルモノナリ．

 5．結石彫威

 紬精管内二結石チ形成セルモノ2例（第19號及第B5號）春ス．ソノ1例（第19號）二於テハ「ヘマトキシリ

ン」二濃染シ3厨チ形成スル襟長昧アル固形チ曇シ，ソノ大サ・・12・8μx1L2μニシテ，之チ前スル絹精

管壁ノ所謂碕千膜及緒締織膜ハ楠肥厚テ示セルモ腔廣ク縮糠・・少数ナレドモ存在シ精細胞ハ多数存在セ

リ．他ノ1例（第35號）二於テハ十数箇ノ細精管ノ硝子膜肥厚シ，慶全ク閉鎖シテ細精管内二♪・細胞成分テ

認メジメサルモノ集在シ，ソノ中二2箇ノ細精管二番1簡宛，1箇ノ綱精管二2箇ノ諸石存在セリ．「＾

吋トキシリン」ニョリ濃染セル固形チ星シ各2箇ノ暦輸チ形成シ，ソノ大サハ57石x43・2，38・4x44也

28．8×32．0．16．0x16．0ナリ．

 4．細構管壁肥厚

 所謂礁子膜ノ厚キモノ22例，構厚キモノ13例，健二認メラルルモノ6例，殆ンド認メラレサル毛ノ2例

アリ．硝子膜肥厚ツチ願書ナル餓襲ヂ形成スルモノハ10例俸セリ．

 一般二細繍菅硝子膜肥厚著シカラザルモノニテハ，ソノ腔叉廣キモノ多ク精細胞減少塑性叉著ルシカラ

ザルカー般ナリ．ソノ肥厚高度ナル手ノニテハ激シテソノ良二平行シテ細精管狭隆ニシテ繍繍及精細胞墜

憧テ示セル手ノ多グソノ減少亦顕著トナル．甫子膜肥厚甚シクシテ途二腔内二健二精粗細胞及Se・to1i氏

細胞ノ遺残ト見傲ス可キモノテ残スモノアリ．蕃シケレバ腔全ク閉鎖スル毛ノアリ．カ・ル琉蕪セル纐精

管ノ局灰性二十数簡叉ハ数十簡集在セル竈チ認メシムルモノハ16例二於テ存ス．カクノ如キ耽蕪甚シギ細

精管群ノ鰺二藍肥淳著シカラズ，膣亦廣グシテ，細胞成分二宮メ11綿精管チ観ルコト順々アリ．

 21列（第25號及第42號）二於テハ全細精管ノ硝子膜肥厚シテ’腔全ク閉鎖シ，唯極メテ稀二，健二少数ノ

Se・to1i氏細胞遺残ト見徴ス町キモノテ認メシムル如キ細精管ヂ介在セシムルノミナザ

 細臓管縞綿織膜八月日原チ赤スモノモ存在ズレFモ，著シカヲズ，叉必ラスシ毛硝子膜肥厚二千行スルモ

ノニハ郭…ズ，

 5．間  質

                    【9 】
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 間質ノ廣キ毛ノバ21例，檎廣キモノハ9例・挾グシテ正常ト観ラ1レルモノハ13例ナリ・問質組織ハー般

二軽度ノ摺カロチ赤シ，聞貿組織ハ接合剃外ノ部分ニテモ可テト廣ク・細精管ノ相接スルモノハ少シ・

叉間質ノ量ハ機シテ紬精管萎縮旗二平行シ，ソノ萎縮甚シキモノニ於テハ間質廣キモノ多ク，精細胞二宮

メル廣キ細繍管ノ周園ノ間質ハ少キコト多シ・

 間質ハ機シテ緒締織繊維甚シグ多キニハ非ズ．膠基繊維，嗜銀繊維ハ細精管間，血管用圃，問細胞群周

園テ園饒シ，コトニ嗜銀繊維ハ間細胞群内ニモ在シテ，或ハ之チ網状二，或ハ綴球状畠取リ国㍉各間細

胞聞チ隔テ，問細胞ガ互二直接二相接スルノ像チ甑メジメズ。一般二緒締織細胞ハ少シ．嗜銀繊維多キ部

ニハ総締織細胞比較的多キ観アリ．

 醐書凸部分的二萎縮旋張セル細精管ノ集在スルモノニツキテ観ルニ，カ・ル細精管間畠縞縛織塙加強カラ

ズ．叉全紙騎管ノ耽轟萎縮著シギ2例ノ中，1例（第25號）二於テハ緒縞織増カロ著シカラザレド毛，他ノ1

例（第42鵠）二於テハソノ増加著シクシテ，密二細精管間テ園繍セリ．

 細繍管蚊小ニシテ壁ノ肥厚著シキモノニアリテモソノ腔内二多少ニテモ細締管内細胞成分チ建ス限リ。

踏締織繊維ノ陛内二侵入スルモノナグ，唯健全ク閉鎖シデ，内二完全二細胞成分満失セル毛ノニハ，動メ

テソノ腔内畠繊細ナル繊維ノ侵入チ見ルモノナリ・

 6．間細胞

 鞍量的二増加テ認メサルモノ18例，檎多キモノ9例，多キモノ16例ア』．一般ニバ健二増加チ示シ，接

合黙ノミナラズ，藤キ間質中二個在性二，叉ハ集在性二律λ、1例（第4號）二於テ，多数ノ間細胞実在シ

テ相’大ナル集團チナセルモノラ’認メジメタリ、間細胞ハ決シデ琉蕪セル細臓管叉ハ細胞成分二宮ミ精練形

成宜シギ細精管，；更：二細胞成分ノ鍵性初期ニアルト見倣ス可キ細精管ノ周園ニノミ多数存在スルが如キ事

ナクシデ，時二流蕪セル細精管ノ多ク集レル部ノー部二局在シテ間細胞ノ葉積セルガ如キ：Eノノ認メラル

ル事ハァレドモ細精賢ノ状態二対シテ特殊ノ關係アルテ示サス・上記問細胞実在シテ椅大ナル集團チナス

モノノ周園綱構管毛ソノ切片ノ他ノ部分二於ヶルモノト何等ノ差異チ翻メジメサルナリ．

 間細胞内褐色色素顧粒・・4例（第8號，第g號，第m號，第39號テ除ク他ノ全例二存在セリ．

 7．「リポイド」

 細精管内二「ズダy1II染色二陽性ナル願粒多ク在ス、ソノ大部分ハ周邊部二輪駄暦チナシ，叉一部ノ毛

ノニ於テハ中央二脱落セル細胞二集リテ塊状チナスモノアリ．「リポイド」量二儀二増加セル手ノ多グ，叉

「凹ボイド」量ト細精管内愛性トノ間二一定闘係テ調ムル事能ハズ．細総管萎縮ノ甚シキモノニ於デモ未ダ

若干ノ細胞．成分ヲ・ト“ムル帳「リポイド」ハ存在シ，全ク細胞成分テ残サザルモノニテハ存在セズ・

 採取後貯藏時間長キ材料ナレド㍉「二一ルプラウズルフアート」染色チ試ミクリ．細積替内「リポイド」

ハ殆ソト全例二於テ璽赤二出現スルモー般二歩調窮シ．肯Smith－Diet・ich民法ニテ陽性ナル穎粒・’殆ンド

全例二於テ認メラルルモソノ星ハ少シ．Cia㏄i⑪民法ニテ陽性ナル願粒ハ約牛藪例二於テ存在シ，Fisoh1er

民法ニテ陽性ナルモノバ1例ニモナシ．

 細構管内二於テ重屈折性テ示スモノハ殆ソト全例二於テ，ソノアルモノバ腔ノ中央二院落セル細胞間二

大ナル針状結晶機物トシテ，叉アルモノハ斥蓬部二近グ脂肪周圃輪中二微細ナル針状結晶機物叉ハ懸粒状

物トシテ可ナリ多量二存在ス．前者ハrズクyI11染色二燈亦染シ，「二一ルプラウズルファト」染色ニテ弱

背染シ，A．Sohuu・e民法及Golodet・民法ニテバ陰性叉バ弱陽性，「ヂギトニy」酒精溶液二日リテバ微細

ナル針状結晶ヂ健二出ス，地ノ結晶ノ溶解性ハソノ「プレパラーリ中二於ケル司移動性アルタメ，明確二
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ハ知リ待ザルモノテルモ，「ヒリヂy」及氷齢酸ニハ易溶性ニシテ，「メチールアルコール」及煮沸無水ア〃

箏一ル」ニハ健二溶ケ・r工一テル」，「アセトン」・96％「アルコール」1蒸溜水ニハ溶解セズ．ソノ他ノ余

ノ施セル染色法ニテハスペテ陰性ナリ．後巻ノ種々糠萱二勤スル態痩ハソノ位置ヨリシテ時トシテ明瞭ニ

ハ畑リ得ザル事アリシ毛殆ソト金ク前名二一致ス〃モノナリ．両者共＝70度マテソ加熱テ反復スルモ加熱

時ニソノ重屈折性テ失フ事稀テルモ，「ゲラチソグリセリン」ニテ包埋セル「プレパラート」ノ煮沸セラル

ル橿皮ノ温痩ニテハスペテソノ重屈折性チ炎ヒ，室温二冷却スル時ハ美麗ナル十字像チ現出スルモノナ

リ．

 間細胞内二「ズダy工1I染色二陽性ナル顧粒状乃至渦状物ハ全例二於テ出現セリ．同一睾丸，同一間細胞

集籏二於テモソノ染色度二差異ヂ認メシメ，ノノアルモノハ甚濃染シ且被染色物二宮ミ，タメニ胞匿膨脹

セル如キモノアルト井㍉ 叉染色弱キ形態椅小テルモノソレ等ノ間二介在スルチ認メシムルモノアリ．

r畠一ルブヲウズルファト」染色二鐵シテハ全例二於テ蔓赤二出現スルモ，一般ニバ亦調弱クシテ，紬精

管内二於ヶルモノト共二剖検後日向淺キモノ師チ貯藏時間長カラザルモノニ於テハ歩調可ナリニ強シ．

Fi日。hIer民法ニテ川4例，Smith－Dietrich民法ニテハ22例，Cia㏄io民法ニテハ37例二於デ陽性二出現セ

ッ重屈折性チ示スモノハ全例二於テ存在シ，70度マフノ加熱ニョリテ大部分ハ澗朱シ，室温二冷却スル

時十字像テ現出スルモノハ僅少二通ギザル事アルモ釜例二於テ認メラル．重屈折性チ赤スモノノ染色按畠

甥スル態度ハ細縞管内ノソレニ殆ンド全クー致スル毛ノナリ．

 8．血  管

 小動脈壁二魍厚チ詔メシムルモノバ33脚二存シ，コト晶内膜二「エナジy」二歩染シ，丁目並Gie5㎝民法昌

テ黄褐色二染ミ，淺井氏格子状繊維染色法ニテ縄色チ呈スル硝子様，同質性物質ノ沈着ゼルテ認メシムル

毛ノ多ク，20例二於デカ・ルモノハ新月状，牛刀脱或ハ輪状チナシテ血管壁二沈着シ，タメニ腔金ク閉

鎖セルモノアリ．該物質ハ「スダンm・ニョ可成ハ禰蔓性二淡ク或ハ濃ク染色セラルルモノニシテ時二重屈

折性チ赤スモノ毒シ，加熱ニヨリ滴失スル平ノアリ，十字像チ呈スルモノモ順々認メラ1レ．

 カ・ル小動脈ノ硬化甚シグ内陸猟メラレタルモノノ傍二斑蕪甚シギ細精管チ親メシムルコ下屡々ナルト

共㍉叉同擦二硬化甚シギ小動脈ノ傍二精細胞二宮メル細精管ノ存在スルコトアリ．叉血管壁肥厚甚シカ

ラスシテ，血液充盈良好ナル血管用圃二耽蕪セル納精管群ラー認ムル事アリ．

第四章 考   按

 1．精練形成障碍

 Cordes（用ハ6例ノ癌腫症例睾丸ラ検シテ3例二於テ精練鉄如シ，2例二於テハ少藪ニノ

モ諸メ，唯榮養宜シギ1例二於チノ～甚多藪ノ存在テ認メ，精娘細胞嵌如スルモノハ2例，

他ノ4例二於テハ多少ノ存在ヲ認メタリ．Simmonds㈹ハ130例ノ悪性腫瘍例ノ精嚢内容テ

検査シ精練ノ金ク存在ヒザリシモノハ健二7宕二通ギサルテ撃グ，Tb・1・・川。〕ハ3例ノ癌腫

例ラ他ノ老人例ト共二校．シテSpa㎎aro UOo，ノ記載セル正常老人撃丸性状ノ範園二出デザリ

シテ記シ，唯他ノ悪液質甚シキ二例二於テハ高度ノ萎小テ鶴タリ．K欄i岬〕ハ精練形成ハ

障碍セラル・コト・正常状態ニト“マルコトァリトナシ，Berbe・ich及Ja雌fl〕ハ56歳以

前ノ概シテ榮養宜シ手癌腫剛期中7例ニテハ精練形成ハ障碍セラひズ，他ノ4例二於テハ

氏寺ノ第i度及第2度ノ障碍ラ示シ，56歳以後ノ主トシテ悪液質長ク存セル悪偉腫場ノ岬

                    【則】



1194 石     本

例二於テハ他ノ同年代ノ漫憧悪液質性疾患例ト共二綱精管ノ老人性蟹化ノ外構締形成障碍ノ

存在セル1チ観タリ．本田舳ハ27例ノ悪性腫瘍例二於テ精蹄形成及精細胞ノ無障碍叉ハ殆ン

ド之二近キモノ4例，中等度ノ襲性ヂ示セルモバ2例，ソノ他バ1例二於テハ全ク精練頽廃

シ精細胞壁睦モ著シク，内2例二於テハ腓腿症ノ観ヲ・星セル1チ観，大家㈹ハ32歳ヨリ74歳

間ノ癌腫症ノ30例二於テ精細胞ノ正常ニト“マレルハ9例，軽度ナル精土民ノ愛唾及排列障

碍ヨリ精練，精娘細胞消失マデノ愛叱ヲ示スモノ12例，精練，精奴細胞ノ外精母細胞マデノ

紬精管内可移動性成分ノ消失テ來セルモノ5例存セシテ記セリ．池崎（洲ハ悪性腫瘍ノ2j例

ヲ楡シ，精練ノ隻影デモ認メ得ザリシモノ10例，精赫減少セノレモノ7例，部分的二多少ノ減

少ハ認メラル・モ狗相當二精跡形成ノ旺盛ナルモノ4例アルテ撃ゲ，病綜，精娘細胞，精母

細胞，精粗紬胞ノ順二彊キ愛性及滅藪ノ松テ星シ，精覗細胞ノ鐘化ハ最少シドナセリー山田

工1里。〕ハ悪性腫瘍例21例テ撮シ精練テ鉄如スルモノハ7例二及ビ内精娘細胞存セザルモノ5側

ニシテ，劉ヒテ最コク受クルモノハ精練ニシテ，精娘細胞，精母細胞ノ順二愛化ヲ示ス度弧

クシテ，精脱細胞ニハ殆ンド蟹化ナク，S航。H氏細胞ノ増生シテ多藪ナノレモノト然ラザル

モノト相半スト言ヘリ．鳥海U1丁〕ハ自鼠ノ實験的移植癌二於テ精跡形成ハ著シク障碍セラル

ルコト多ク，ソノ他精細胞殊二精娘細胞，精母細胞ノ蟹性減少アルテ記セリ．

 以上諸家ノ言巳述テ綜合スルニ，癌腫症時二於テハ精練形成金ク障碍セラレサルモノヨリ餅

眠症ヲ呈スルモノマデノ種々ノ段階ノ作スルモノニシテ細精管内細胞成分中最強ク胃サル・

モノハ精練ニシテ精娘細胞之二次ギ，精母細胞蟹fヒバ比較的少キモノニシテ，精耐細胞，

Sertoli氏細胞ハ障碍テ受クルコト最軽度ナリ．

 余ノ症例二於デモ細精管中全ク精練ラ認メジメヅルモノ14例（33％）二及ビ，大鎧上記諸家

ノ記載範園内ニアルモノニシテ，細胞ノ障碍セラレ行ク順序文之二一致シテ分化進～タルモ

ノ程ソノ度強シ．

 結核症例二就ヰテ記載アルモノテ観ルニ，Cordes U4〕，Kas2i岬），Koch舳，Berbericb及

Jaffξ（田一，本田舳，池崎（釧，SyIIa（109’，大家㈹等ハ概シテ精練形成障碍著シキテ記セルモ，

上記癌腫症二闘スル諸家ノ言巳載ト共二，ソノ學ゲクル藪億二多可ナリニ強キ相違ヲ認メシム

ルガ敬二，之等ノ記載セラレアルモノヨリ直接二之等雨症ノ精練形威二対スル障碍作用チ比

較シ得ザルモ，池崎（釧ハ癌腫症例二於テハ結核症例二比シテ精練形成障碍ノ軽キニ着目セ

リ。峨ガ教室二於テ宮舳67）ハ緕核症時撃九二就キナ検索セリ．民ノ研究ハ殆ンド余ノ研究

ト同様ノ條件下二進メラレタルモノニシテ，余ハ氏ノ切片標本ラ参照スルチ得タリ．敬二氏

ノ研究成績ト余ノン1ノトテ比較セン．氏ハ生殖年齢以後二於ケル66例ノ結核症例申47例（皇P

チ7L2名）二於テ精跡形成ラ認メ木之レ余ノ43例申精練形成ナヰモノ1例（勘チ33％）ナリ

シニ比較シテ可ナリニ著シギ相違ヲ示スモノナリ．

 力・ル相違ハ何二起因スルモノナリヤー今宮F11ノ記載例中条ノ検査例ノ年齢二該鴬スルモ

ノノ中，麗重言巳載アル20例ノ平均髄重ハ4016駐ニシテ余ノ癌腫例ノ平均麗重41．4駐トノ闘二

大ナル相違ラ認メジメズ．是二南リテ観レハ髄重及之二關聯セル榮養状態ノミノ差異ニヨツ

                  〔12】



癌腫症二於ケル内分泌腺ノ病理解剖學的及組織學的研究 1195

テ來レル結果ニハ非チル可ク，寧日爾症毒素ノ障碍作用ノ相違二錦セシム可キモノナラン

カ．叉元来癌腫症ト緒棲症トハ等シク慢性悪液質性疾患ナノレモ髄質學的ニハー定ノ拮抗的開

係ニアリト見倣サル・モノナリ．（Roki伽sky（塞呂），鈴江舳，杉山U07〕，Rdnhardt（匿6j，中

野及野中㈹，堀地｛…1〕）．果シテ然リトセバ髄質學的二深キ意義テ有ス可キ内分泌臓器ノー

ナル睾丸二開シテモ，爾症二罹患スル人々ノ問二何等カ本質的棚蓮アル可キナ期待シテモ甚

シギ不可ハナカル可シ．敬二条ハ叉，結核症二胃サレ易キ髄質ノ人ハ，癌腫症二擢患スル如

ヰ髄質ノ人二比較シテソノ精上皮ノ障碍作用二対スル抵抗性低キニ非ズヤト想像ス．

 病理解剖上所見ト精線形成障碍トノ開係テ観ルニ，組織學的二甑著ナノレ硬性癖アリシ4例

中潔性肺壊疽テ件ヘルi例テ除クル他ノ3例二於デバ紬精管ハ精細胞二宮ミ精練形成可ナリ

ニ旺盛、管腔叉廣クシテ紬精管八相接シ間質ハ少シ．是二山リテ観ル三顧姐癌ニテハソノ障

碍f乍周易易キナ思ハシムルモノナリ．

 叉剖検上癌腫憧変化ノー局所ニト“マリ他二鱒移形成テ認メジメザリシ15例中精練形成ノ

停止セルモノハ6例二於テ狩シ，ソノ他細胞成分障碍亦韓移形成ヲ螢メル池ノ28例二比較シ

テ著シギ差異テ認メジメズ．印チ韓移形成テ螢ミシモノト管マサリシモノトノ間ニハ精細胞

障碍二鰯スル隈リ認ム可キ椥違ヲ星セナルモノナリ．

 胃癌及食道癌2期中殆ンド全部ハ精練藪減少，ソノ排列不規則ニシテ，ソノ頭部ハrヘマ

ト手シリン」テ撮ルヨリハ寧口「エオジン」二染色セラル・モノ多ヰコト，精娘細胞二受性像

ヲ示スモノ多ク細胞成分減少等鰹キ障碍ヲ赤スモノ多シト難毛，精赫以下各種精細胞存在ヲ

16例二認メシメ，精練ノミテ鉄クモノ］例，精赫並二精妓細胞テ鉄如スルモノ2例二週キ

ズ．ソノ他ノ1例二於テハ精練，精娘細胞，精母細胞ラー鉄如スルモノテルモ，爾肺二室洞形

成存シ左肺上葉播種性紬稟性結核，右肋上下葉紬稟性結核攻腸緒棲テ件ヘル例ニシテコノ睾

丸蟹化テ箪二癌腫症ニョル≠ノトハ解シ難ク，前記諸家ノ結核症例二於クル睾丸愛化ノ記載

ヨリ観テ，寧日緒核症及癌腫症ノ精練形戯障碍作用ノ相乗ニコル鐘化ト見倣ス可キモノニシ

テ，他ノ徽毒性（？）撃丸肝腫症ノ1例ト共二考慮ノ外二置ク可キモノナラン．敬二胃癌，食

道癖ノ如手榮養最衰へ易キ疾患二於デモ精練形成ノ金ク停止スルモノハ少キモノナリ．

 直腸癌及S字萩結腸癌ノ5例中精練コク保クレタルモノハ直腸膠様癌ノ1例ノミニシテ，

他ノヰ例二於テハ精赫鉄如シ，殊ニツノi例二於テハ更二精娘細胞，精蜀細胞マテ消失シ，

他ノ1例ニテハ唯S舳。11氏細胞ノミテ納精管内二残セリ．カクノ知ク他臓器癌腫例二比シ

テ睾丸蟹叱甚シギ理ハソノ解剖學的位置開係ニョル所大テルモノナル可ク，殊二最愛化高度

ナル2例ニテ八局所二於ケル癌腫鐘化ノ遊シギ外周園組織二勤スル浸潤，癒着及鱒移形成等

著シカリシモノ・ニシテ剖検記銘上詳ニセザルモ，或ハ輸精路ヂ歴迫シソノ通過障碍テ招來シ

タルカテ嬢ヒ得ルモノナリ．

 精練形成障碍ト悪液質トノ關係ハ如何．余ノ例二就キナ観ルニ，髄重ノ計測アル42例中最

重キモノハ60班，最鯉キモノハ28駐ニシテ平均41班ナリ．平均髄重ヨリ重キモノ21例中精練

テ認メ．シメサルモノ8例（印チ38％）ニシテ，平均髄重ヨリ輕ヰモノ22例中精練テ認メジメザ
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ルモノ6例（師チ2ク％）ナリ．殊二髄重甚少ヰモノ印チ35班以下ノモノi1例中精練ヲ認メジメ

サルモノ4例（師チ3696）二通ギズシテ，就中最髄重靱キ28睡ノモノニ於デモ精練ノ存在認メ

ラレ，他方47－50冠ノ如キ相鴬重キモノニテモ精練形成ナキモノアリー印チ髄重ト精跡形成

障碍トノ間ニハー定爾係テ諸メ得ザルモノナリ・艘重減少ニヨリ必ラスシモ悪液質ノ程度テ

知リ得ルモノニハ非ザレドモ，慢倣疾患二於テハ概シテ髄重軽キモノハ悪液質甚シキモノト

観テ大差ナガル可シ．Koch㈹ハ慢性疾忠二於ケル精練形成陣碍ハ主トシテ悪液質ニョルモ

ノトナシ，大家㈹ハ悪液質ニノミソノ原因テ求ムルコトニ壌跨セルモノノ如ク，宮田伽Jハ

結核症例二於テ榮養炊態ノ外二一都二於テ毒素ノ直接作用デモ併セ考ヘタリ・余ノ検査例ハ

殆ンド全部二於テ榮養蓬シク衰ペタルモノニシテ，榮養松態ノ精線形成二対スル開係テ勿論

否定スルコト能バナルモノテルモ，精練形成障碍ニバ癌腫症毒素ノ作用ヲ璽ク考7可キモノ

ナラント思‘腱ス．

 日本人成人正常睾丸重量ハ石川舳ニョレバ15瓦，石橋11〕二言レハI8瓦ナリ．大家74）ハ組

織學的二正常ト認ム可キ睾丸璽景テ織シテ最重35瓦，最邸g．5瓦，平均I5・3瓦ナリト記セリ・

猪原㈹ハ影響テ及ボス可キ合併症ノ客観的ニナキ榮養良好ナル時期二於クル・精淋病患者

二去勢テ施シテソノ摘出睾丸二就キナ研究セリ．ソノ重量記載アルモノニ裁キナ観ルニ，最

重23瓦，最輕12児，平均17．8瓦ナリ、余ノ検査例中華丸重量テ知リ得クルモノハ25例ニシ

テ，ソノ最重1エ．5瓦，最軽4．0瓦，平均7．4瓦ニシテ上記諸家ノ記載スルモノヨリハ甚シク重

量減少セリ．成熟期以後二於ケル睾丸重量愛化八大家（74）ニョノレニ甚シキモノニハ非又故

ニコノ重量減少ハツノ組織像ト共二軍二老人性愛化ノいシテハ解スル能ハズー癌腫症ニコ

ル障碍ノ甚シヰテ思惟セシムルモノナリ．

 睾丸重量ト精練形成トノ開係 大家ハ睾丸重量ト精蹄形成ノ間二一定關係ヲ認メズト言ヘ

リ．余ノ検査例二於デモ睾丸重量可ナリ大ナルモノニ於テ精練形成ナキモノアリ．重量小ナ

ルニカ・ハラス精跡形成ノアル手ノアリテ大家ノ言ラ肯定ス可キモノモアレド，全麗トシテ

ハ概シテ睾丸重量大テルモノニバ精練形成多キモノ多ク，重量小ナルモノニ於テハ萎小甚シ

ク精練形成亦認メラレサルモノ多シ．G舳e〔25）ハ長キ疾病期間然二榮養障碍著シキモノニ

於テハ睾丸重量低下ト睾丸萎小ノ著明ナルコト及撃九重量ト睾丸萎小ト凡チノ場合二千行ス

ルコけ記載セルガ，余ノ所見二於デモ略氏ノ所見二一致スルモノナリ．

 元來睾丸ハ茜敏感才ル臓器ニシテ種々ナル生理的及病的全身愛化二際シテ毛鋭敏ナル反確

テ示スモノニシテ，殊二精蹄形成ニハ最著シギ愛化テ示スモノナリ．惟フニ癌腫症例二於ケ

ル精線形成障碍ノ原因ハ決シテ単一ナルモノニ非ズ．癌腫毒素作用，罹患臓器種類，全身榮

差障碍殊二悪液質ノ外，睾丸二於ケル個人的臓器素因二求ム可キモノナラン．

 2．多核細胞

 悪性腫瘍例二於テ本田こ3i）ハ27例中一2例二紬精管内二多核細胞テ認メ，池崎ωモ時二之

テ認メタリト言ヒ，山田〔別ユバ21例中工4例ニソノ出現テ瀕タリ．大家㈹モ悪液質性疾患ニ

ソノ出現多キナ言ヒ，鳥海U1nハ賢験的癌移植白鼠二於テ歴々多核細胞出現テ観タリ．余ハ
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43例中1禰二於テ之デ認メタリ．

 本田（31〕ノ記載セルモノハ精娘細胞ノ融合セルモノニシテ，池崎㈹，山田U20㌧鳥海（11”

ノ記載スルモノハ精妓細胞及精母細胞二一致スル毛ノヨリナレリ．余ノモノハ精粗紬胞，

精母細胞及精娘細胞二一致スルモノヨリナひルモノナリ．大家㈹八種々疾患時睾丸テ検シ

テ，精粗細胞，精母細胞，精娘細胞，S舳。Ii氏細胞ノ各ノ核テ有スルモノ及種々ノ細胞核

テ有スルモノノ5種類テ厚別シ，K・au・て51Jハ精組細胞，精母細胞及精娘細胞核テ有スル3

種テ厚別セリ．ソノ他福井ユ22〕ハ細胞ノ破壊産物チ受容シテ生ズル亘態細胞ヲ多核細胞ノ内

二致へ，Erack〔11〕ハWegelin（119｝ノ精練貧瞳細胞二一致スルモノテ紬精管中二認〃リー

 上記議家ノ内Kraus｛51｝及Brack（11）ラ除イテハ多核紬胞ハ紬精管障碍鯉徴ナル場合二出現

スルモノニシテ，ソノ高度トナル時ハ却テ減少シ途ニハ出現セザルニ到ルIト言ヘリ、出跣s言

（術，，Gδtte㈹八種々疾患例二於テ，Tiedje川百），田中“11】モ動物資験二於テ同様二愛化軽度

ナル時ニノミソノ出現テ認メタリ．Kraus（舳ハ精娘細胞核テ有スルモノハ軽度ノ障碍二於

テ，精母細胞，精粗紬胞ヨリナレルモノハ高度ノ障碍二於テ出現スト記シ，宮田岬〕毛結核

症例二於テ大証之二一致スル所見テ得タリ．余ノ場合二於テハ造精細胞系ノ各種核テ有スル

多核細胞ハ常二割ヒ著シカラザル紬精管中二認メラ1ノダルモノナリ．

 多核細胞成因二關シテハ池崎㈹ハ病的刺較ニヨリ精上皮細胞ヨリ化成セラル・モノニシ

テ棲分割ノミアリテ，原形質ノ分割之二件ハザルニョルモノナル可シト言ヒ，Hεrxbeim帥

及Hoffmam㈱iハ多核細胞ノニツノ核ガ並列シソノ周蓬部二於テ相観ル・モ細胞髄ハ不愛

ニト“マレルモノアルヨリ核分割アリテ細胞鵠分割ノ起ラヂルニ起因ストナセリ．之二反シ

テMax1mow舳．Kraus〔51）ハ細胞融合ニョリ出現スル場合アルテ記シ，本田エ31｝．田中（一11〕，

di BiaS三nO｝ハ主トシテ精娘細胞ノ融合ニヨリ形成セラル・モノナリトナシ，大家㈹ハ又多

核細胞二淺キ裁痕叉ハ之二運ル不明瞭ナル線アルテ認メテ，ニツノ相接鰯スル2細胞ノ接鰯

面二於ケル融合ノ初期像ナリト見倣セリ．余ノ所見二於テハHerxbeim帥及Hoffmam｛呈帥，

大家㈹ノ言巳載セル如キ多核細胞形成ノ中間像ヂ認メ得ヂリシガ敬二，之等成因読二対シテ批

判ス可キ何等ノ根擦デモ有セズ．納精管内二精赫ノ集合セル如キ像テ認メタルコトァルモ，

W6gelin川9i，Akiyoshポ1一，M1orgenst6rn㈹等ノ記載スル精練貧喰細胞二類似スルガ如キ細

胞申二取リ容レラレタル精練テ認メシコトナシ．荷多核紬胞中二貧喰細胞核ト被貧喰細胞核

トチ厚別セルコトナク，同様二核ト共二1個ノ細胞ガ貧瞳セラレタル如キ像ヲ認ムルコトナ

ヵリシテ皿テ福井丁22〕，BmCk（1i〕ノ所詮テ云爲シ得ヂルナリ．

 5．結石形成

 桐澤㈹ハ129例ノ睾丸テ粉シテ2例二於テ，池崎舳ハ13例ノ結核症例睾丸中1例二於

テ，田中｛川〕ハ馬ノ潜伏睾丸15例中6例二於テ，大家冊〕八日本人睾丸265例申6例二於

テ，官田工百子）ハ結核症例68例中3例二於テ，別皿m㎝saat｛9・ハ51例ノ小見睾丸中6例二於テ，

A1伽amωハEunucboidismus／13例中2例二於テ，結石彫威テ認メタリ．余ハ43例申2例

二於テ之テ観タリ．
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 ソノ年齢二就キナ観びバ桐澤岬〕，池崎舳，大家t了百一，宮田〔6n，A1tma㎜ω等ノ観察例ハエ3歳

乃至55歳ナリ．余ノ認メシハ56歳及67歳ナリ．Krc1b19説〕ハ6歳ヨリ12歳マデノ潜伏睾丸例

二結石彫威テ認ノ，B1um㎝saat㈹ハ2裁牛ヨリ13歳マデノ側テ記載セリ．Obemdorfor㈹

ハ生後1歳マデノ小児睾丸二於テ比較的多ク之テ認メタリー

 前言巳諸家ノ記載及余ノ例テ通観スルニ，ツノ形態ハ概シテ固形文一八之二近キモノニシテ，

ソノ位置八大家ノエ例及B1um㎝s蝸t／2例テ除ク外ハ皆紬精管内二存在セルモノナリ．ソ

ノ大サニ観キ上言巳ノ諸家ノ記載二親ルニ最大テルハ宮田‘的ノ報ぜル直径ヰ00μノモノニシテ，

最小テルハAltmannωノ記載セル直径35μノモノナリ・筒B1umens蝸tゆハ精粗細胞ノ2倍

大ノモノチ言巴載セリ．余ノ例ノ5個ノ結石中最大ナル毛ノバ5π6μx43・2μニシテ最小ナル毛

ノバ12・8μx11・2戸ナリ・池崎㈹，大家｛伽，宮囲岬エ，A1tmannω等ノ言巳載例及余ノ例二於テ

ハ石次反騰陽性ナレドモEIum㎝・胴t〔3jノ小見睾丸例ニアリテハ陰性ナリ。氏ハ小見睾木内

緒石二於テ石茨ノ存在セチルハ石茨沈着殊二病的石次沈着テ促進セシムル如ヰー般石次代謝

條件ト組織ノ石次二対スル親和性殊二紬精管内液髄中二溶解セルK乱1kspi6geIhδh6二開係．ア

ルモノナリト言ヘリ．

 結石ノ存在スル紬精管ノ赦態二就キナ観ルニ，大家ハ結石形成ハ精練膨成ノ有無トハ無

闇係ニシテ結石岡園上度ハ或ハ器械的一障碍セラレ極々ノ鍵惟蟻テ示スモノモ係スレド叉コ

ク糖赫形成ノ保持セラル・モノアリト言ヒ，Kreibig側ハ結石ノ存在スル紬精管ニテハ上皮

ハ2暦二排列シ，ソノ外暦ノ核ハ基底部二円暦ノ核ハ腔二近ク存在スルモノナリトナシ，

副um㎝s舳t‘9i，0b6mdor王er㈹ハ叉常二回榛ノ所見テ得タリ．更二大家mバ結石ノ紬精管壁

三密着シ又ハ偏僑シテ係スルモノニ於テハ紬精管壁ノ1側又ハ両側ヨリ緒締織増殖シ來リテ

結石チ包園ゼルテ観，B1山m㎝s舳‘日）モ亦同様ノ朋党テ得タリ．大家㈹ノ記載ニテハソノ時

ノ上皮ノ状態・チ講二知リ待ザレドモ，B1山m㎝s舳㈹ノ1側ニテハ上皮2暦二排列シ而モ愉

緒綿織侵入シテ紬精管腔内ノ繍石テ園続セルモノナリ．余ノコ例ニテハ結石遊小ニシテ紬精

管内上皮ハ特異ナル排列チ示スコトナク，健常ナルモノト異ラズ，他ノ1例二於テハ結石テ

有スル紬緒管I勺二細胞成分チ認メジメズ．コノ2例共ニソノ結石ノ周園チ直接緒締織繊維ガ

園饒セル如キ像テ星セシモノナシ．荷余ノ全例テ通ジテ細精管全ク荒蕪シテ細胞成分テ嚢サ

ザルモノニテハ管腔内二緒綿織織維ノ侵入スルモノヲ認メシコトアルモ，僅ニテモ細胞成分

ノ残存スル限リ緒締織繊維ノ侵入セル像テ認メシコトナシ．

 結石ノ成因二開シ，桐澤㈹，，大家，76〕ハ脱落愛性セル精細胞叉ハソノ凝塊ガ互二融合シテ

核テナシ之二納構管内液様物ノ濃縮凝固セルモノガ開與スト青ヒ，Blum㎝s劃atf9〕ハソノ核

テナスモノハ精祓蜘胞ナリト青ヘリ．余ノ1例ニテハ結石ノ作スル納精管内ニハ金ク細胞成

分テト・ソザルモノニシテ，恐ラクハ結石存在ガソノ器械的障碍作用テ以テ紬精管荒無二靭

シテ或ル役割テ波シタルモノナラン千1，叉ソノ初メニ於テハ或ハ饗性三脱落セル精細胞ガ結

石彫碑ノ核タリシテ推定スルモ蓬シギ不合理ハナカル可ク，他ノ1例二於テハ結石ノ存在ス

ル紬精管ハ細胞成分二宮ミ結石ハ精娘細胞暦ノ内方二存スルモノニシテ精粗綱胞暦トノ距離
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遠ギガ故ニコノ側ニテハ精粗紬胞ヨリ出來セルモノニハ非スト解スル方灸鴬ナル可シー

 宮帥町1ハ紬精管内二結石形成アリシ1例二於テ叉脳下垂髄内ニモ結石形成テ認メソノ蟹主

機構ニハ局所的要約以外全身的要約モ意味アルヲ恩ハシムルモノナリト言ヘリ．A1tmamω

ノ記載セル1例二於デモ亦睾丸内二結石ヂ認メジト共二臓下垂髄ニモ結石彫威テ観タリ．余

ノ1例二於デモ亦爾腎孟及膀胱二結石多数存セシモノナリ．

 4．紬溝管壁肥厚

 癌腫症例二於テKasai㈹ハ紬精管壁ノ多少ノ肥厚テ認メ，Bεrberich及J丑朕エ帥ハ1例

ノ悪憧腫瘍例ヂ含ム20例ノ慢性悪液質性疾忠二於テ紬精管壁肥厚テ観，悪性腫瘍例二於テ大

家㈹ハ37例中13例二於テ，池崎㈹ハ2工例刺9例二於テ，山田（120，ハ21例申19例二於テ細

精管壁肥厚テ認メ，．島海（117〕ハ實験的白鼠移植癌例ニテハ壁肥厚テ認メス．余ノ強査例二於

テハ43例申35例二於テ紬精管固有膜ノ硝子様肥厚ヲ認メ，ソノ中ノエ0例二於テハ肥厚彊クシ

テ雛襲形成ヲ観タリ．

 カ・ル紬精管壁肥厚ハ積上皮細胞二対シテ如何ナ．ル意義テ現ハスモノテリヤ．Simm㎝ds

岬〕ハ睾丸間質二強キ炎症性浸潤テ件ハザル原護性萎縮二於テハ漸教二増進スル紬精管壁肥

厚ハ造精組織テ徐々二消失セシメテ紬精管荒蕪デ招來シ得ト言ヘリ．之二反シテFr如koI

U日〕ハ積上皮が漸次二消失スルニツレテ細精管壁殊二結縞織膜ノ肥厚テ來スト言へ・リ．Chiari

㈹亦之二賛シ，出申工川〕亦納精管壁肥厚ハ精加胞消失ニコル受働的純器械的ノ現象ト見倣

セリ．Kyrle㈹ハ未熟ナル動物二賢験的潜伏睾丸テ作リタルモノニテハ固有膜肥厚テ認メ

スシテ域熟セル動物ノ場合ニハ紬精管萎縮ニツ・ノテ固有膜ノ肥厚ヲ・線タリ．之レ精細胞消炎

二從ツチ固有膜肥厚テ來スコトテ讃明セルモノナリ．宮田舳モ田中二川〕ノ言ヘル如キ鈍器

械的機構テー面二於テ認メタルモ硝子膜ノ連シク肥厚ゼルモノニョリテ管腔甚倣隆トナリ途

二閉鎖二列レルガ如キ場合ニテハ所謂紬精管硝子膜ノ積極的肥厚ヲ認ムルガ穣當ナリ｝言ヘ

リ．余ノ検査例二於デモ固有膜肥厚ト略一致シテ精細胞ノ鍾性減少ヲ認ムルコト多カリシコ

ト及精細胞減少セψモノニ硝子膜ノ擁壁形成テ認メタルコトバ精細胞消失二件フ硝子膜ノ受

働的肥厚1テ意味スルモノテルモ，他面叉宮田（o了王ノ読ク如キ所見二道逃セルコト展々ナリキ．

殊二紬精管固有膜ノ基シク肥厚シ内膜タメニ金ク閉鎖シ細胞成分テ全クド・ソカレ紬精管ノ

局所的二集在セルモノテ16例二於テ認メタリーソノ外ノエ例二於テハカ・ル紬精管荒蕪全睾

丸二及ヒテSimmonds〔舳ノ軟性胱腫症二一致スルモノアリ．

 5．間  質

 癌腫及悪性腫瘍例二於テCordesn構，本円（舳，池崎㈱，山｝1里。〕等ハ間質組織増カげ認

メタリ．結締織繊維ノ態度二關シテ八本田側〕，池崎舳ハ軽度ノ増殖ヲ認メ，山閉（一2olハ多

数例二於テ膠基織維及格子状繊維ノ相當堵生セルラ翻タリ．且本田｛31〕及山田U20〕ハ増殖結締

織ハ多細胞性ナラスシテ結核症例二親ルモニトハ異リ實質ノ退行性鐘化二際シ間質緒締織ノ

進行性愛叱ノ随伴セサルモノナ用言ヘリ．余ノ所見二戯キナ観ル二間質ハー般二度キ方ニ

シテ紬精管ノ相接鰯スルモノハ少シ．聞質ノ廣サバー般ニハ紬精管荒蕪度二千行シテ魔手毛
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螂。 着    本

町ナリノ例外ハ認メサル可カラズ．緒締織繊維ニハ多少ノ糟加テ認メシムル毛著明ナル毛ノ

ナシ．叉髭粗ニシテー般二歩紬胞憧ナラズ．

 余ハ細精管全部甚シク荒蕪シソノ固有膜ノ硝子穣肥厚甚シクシテ殆ンド細胞成分テ嚢サ

ス，間質緒締織増加シ，間細胞少ク，固形細胞浸潤テ件ヘルエ例ラ得タリー師チ硬睦勝眠

症ノ像テ星スルモノナリ．睾丸騎眠症二關シLubarsch〔6ヨ〕，Hansemann（26〕，Ch虹ポ1訓，

Fr童nkol㈹，Simmonds（町〕，B釘b町1ch及Ja雌｛6〕，本田舳等ノ記載アリ．ソノ原因トシ

テ撃グシ所二相連スル所モ少カラ又 之ヲ列學セパ徽毒，綜核，癩，淋疾，流行狸耳下腺炎，

ソノ他ノ急憧偉染病，「ヘルニア」及陰嚢水腫ニコル歴迫，動脈硬化症，鉛中毒ヨリノ萎縮腎，

ソノ他慢性中毒症，癌腫症等ナリ．我ガ数室二於テ宮田〔町）ハソノ原因テ各徽毒反動脈硬化

症二求メ得可寺2例ヲ報ぜリ．余ノ1例ハソノ病魔ヲ詳ニセザレドモ，慈善院二枚容セラレ

タルモノニシテ徽毒症ノ存セシヲ推察シテ大過ナガル可ク叉病理解剖上高度ノ動脈硬化症存

シ・叉撃丸血管ニテモソノ内壁二硝子様物箪及類肝肋ノ沈潜著シクソノ腔殆ンド閉鎖セルモ

ノテモ認メシムルモノニシテソノ原因ヲ上記諸家ノ言巳載セシ範園二求メ偶ルモノナリ．

 s．血  管

 悪性腫瘍例二於テ本則舳ハ2ク例申23例二，池崎舳ハ21例中13例二，山旧n20エハソノ紛

碓例ノ大多藪例二於テ睾丸小動脈硬化症テ鶴タリ．余ノ検査例二於デモ動脈壁二肥厚テ認メ

シムルモノ多シ．殊二内膜二硝子様物沈着シテソノ内腔テ挾メ且ソノ部分テ「リポイド」チ証

明セシムル如キモノハ20例（畠ロチ46．5岩）二上レリ．

 小動脈硬化症テ本附31㌧池崎舳等ハ比等ノ緒棲症ソノ他ノ疾患例二於デモ観，宮田岬〕ハ

結核症例68例申50例二親タリ．選澤ナシニト1ノル睾丸検査二於テ川村㈹ハ5ク例申ソノ70劣

二小動脈硬化ラ観，石橋㈹ハ176例申ソノ43劣三小動脈硝子様焚性ヲ鶴タリ．是二由テ観

ルニ睾丸内小動脈硬化症ハ或ルー定セル疾患二特有テルモノニハ非ズ、

 余ノ睾丸小動脈硬fヒ例ノ各年代二於ケル分布テ観ルニ，30歳代二於テハ4例（印チ80％），

40歳代二於テハ4例（師チ40％），50歳代二於テハ8例（自ロチ57％），60歳以上二テハ5例（印

チ36％）二於テ存ス．SPa㎎aroUoo）及本田〔31エバ睾丸小動脈硬化ヲ老人二於テ多ク諸メテ之

ヲ老人性劉ヒト解シタルモ，石橋〔36〕，大家｛74’，宮田岬｝ハ寧口批年時代二出現率大ナリト

言ペソ．余ノ所見ハ後者二一致スルモノナリ．

 睾丸小動脈硬化ト全身動脈硬化症トノ開係 石橋㈱ハ両者合併シテ來ルコトアルモ必ラ

スシモソノ歩テ等シクセスシテ各章濁二越ルト見ル可キ場合名シト言ヒ，宮田w〕ハ50例ノ

睾丸小動脈硬化例申一般動脈硬化症ト共存セル例ハi例二通ギズト青ヘリ．余ノ稔吉例申顯

著ナルー般動脈硬化症反動脈醐ヒ挫萎縮腎アルI0例中，睾丸小動脈硬化テ認メシムルモノハ

5例二一 Vテ企捻査例二勤スルソノ出現率46．5ヌ6二比較シテ殆ンド相違テ認メジメズ．敬二一

般動脈硬化症1トノ間二特別ナル關係テ認メ僧ズシテ，一定疾患トノ闘係ナキコト及年齢トノ

關係トチ併セ考ベテ，ソノ成因ニハ石橋㈹ノ説ク如キ睾丸小動脈ノ血腫動楴ニコル器械的

作用及資質機能トノ闇係及川村工州ノ読ク如手並墜動揺及睾丸内分泌作刷ガ大ナル要約テ欝
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癌腫症二於ケル内分泌腺ノ病理解剖撃的及組織學的研究 1201

正モノナラント思惟セラル．

 睾丸小動脈硬化ハ鋭敏ナル綿精管二軸シテ何等カノ影響テ有ス可ヰコトハ嘗然ナリ．

Spa㎎aro－100〕ハソノ高度ナル時ハ細精管萎小ヲ招來シ得ト青ヒ，Simm㎝ds｛日ηハ動脈硬化

性撃丸膀腿1症テ記載シ，宮目ポmモ両者ノ閻二因果開係ヲ認メタリ．余ノ検査例二於デモ強

ク硬化ヲ示セル動脈ト荒蕪セル紬精管群ト棚隣ルコト歴々ナルヨリ，小動脈硬化著シギ時ハ

紬精管荒蕪ヲ摺來スルコトアルハ認メラル・財ナリ．然レドモー方可ナリニ張ヰ硬化ヲ示ス

動脈ノ傍二細胞成分二窟ミ精練形成テ認メシムル紬精管ノ存在スルコトアリ，叉荒蕪セル紬

精管群ノ傍二血液充盈良好ニシテ壁肥厚テ認メシムルコトナヰ血管ノ存在スルコトァリ．敬

二睾丸小動脈硬化著シカラザノレ時ハ細構管二割ヒヲ惹起スルコト少キモノト考ヘラレ，且局

所性細精管荒蕪ノ原因ハ箪三小動脈硬化ニノミ蠕セシム可キモノニ非ズシテソノ外種々ノ要

約チ考慮ス可キモノナラント思惟ス．

 π聞納胞

 Hansema㎜（州ハ癌腫症及ソノ他慢性悪液質性疾忠二於テ間細胞ノ著明ナル増殖ヲ観，

Tha1町口1D，ハカ・ル疾患二於テ北牟者ノ間細胞態度ハ不規則ニシテ著シギ増殖テ認メス．

Co了dos｛i4〕ノ報告セシ7例ノ癌腫症二於テ間細胞多数ナルモノ2例，少数ナルモノ5例ナ

リ．凋erber1ch及Jaffξ（ωハ56歳以下ノ1期ノ癌腫例申6例二於テ間細胞増殖ヲ認メクリ、

癌腫及ソノ他悪性腫瘍例二於テKoch｛50エバ廣キ間質ハ集族テナセル間細胞ヨリナルト記シ，

Kasa1工47）ハ形態的及数量的二殆ンド正常ニト・“マルト言巳シ，本田舳ハ27例中間細胞増殖セ

ル毛ノ1期，減少セルモノハ6例ナリシテ言巳シ，池崎舳ハ21例申5例二増殖ヲ鶴タリー大

家㈹ハ少数ナルモノ14例，増殖セルモノユ6例ヲ観，u旧n20〕ハー般二増殖セルモノ多シト

言ヒ，S曲・t㈹ハ間細胞増殖テ癌腫症睾丸二躍メ之ヲ重税セリ．P・ates｛呂1〕ハ間細胞ノ増

殖テ認メス，是二南テ線ルニ癌腫及ソノ他悪性腫瘍二於テ間細胞ノトレル態度ハー定セルモ

ノニハ非ヂルガ如シ．余ノ検査例二於テハ間細胞ノ輕度二増加セルモノ多キモ勤照例二比シ

著シギ相違テ認メシムルモノニハ非ズ．

 Kasai（4ηハ結核症例二於テハ納精管障碍ト共二間細胞増殖テ俘ヒ悪性腫瘍例ニテハ間細

胞ハ殆ンド正常ニト・“マルト記セル外上記諸家ノ緒棲症二鼓キナ言巳シアルモノニ観ルニソノ

間細胞ノトレル態度二悪性腫瘍トノ間自著シギ差異アルヲ認メジメズ．我ガ教室二於ケル宮

田6nノ結核症二於ケル稔吉例ト余ノ検査例トヲ比較スルニ両者トモ間細胞ノ増加ヲ認メソ

ノ増一加ノ程度二審シヰ相題テ認メジメサルモノナリ．

 Kyr16㈹ハ4族ノ締核症例二於テ肉眼ニテ認メ得可キ間細胞増殖セル小緒節テ認メソノ

周園ノ綱精管ノミ著明二愛育シ他ノ部分二於テハ未護育ノマ・ニト“マレルヨリ間細胞二資

質細胞二割スル護育促進作用アリト言ヘリ．石橋〔宮下〕ハ限局性二間細胞増殖セルモノノ附近

二於テ紬清衡内ノ再生現象モ精細胞増殖デモ認メズト言ヒ，中村｛丁1〕ハ他ノ部二於テハ納精

管萎小セルニカ・ハラス間細胞縞節状糟生テ管メルモノノ中テ走レル紬精管ニハ精練形成完

粂テルモノアルテ観タルモ，亦萎小セル細精管モ存在セルガ敬二直二間細胞テ榮善神助講ナ
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リド断ズ百カラズト青ヘリ．余モ1例手於テ大ナラザレドモ間細胞ノ限局性二増生セル竈テ

観タリ．ソノ周園ノ細精管ハ他ノ部分ノモノニ比シ何等ノ榔違テ認メジメズ。間細胞ノ榮養

補助器官読二一致セチル用I見ナリ．

 SimmOnds岬〕ハ間細胞ハ退行セル細精管ノ位置二填充的二増生スト言ヘルニ釣シ，

Stemberg’10書）ハ限局僅聞細胞増生語二於テ結締織増加テ認メスドシテ反駁セリ。余ノ間細

胞増生竈ハ元ヨリ小テルモノニシテ深ク論及シ能ハザルモノナレドモ，著シク増生セル膠基

織維及嗜銀織維ヲ認メスシテ填充的二墳生シタルモノトハ思惟シ得ザルモノナリ．

 間細胞内二出現スル褐色色素穎粒ハ殆ンド全例二於テ認メタリー之レ該営年齢二相當スル

諸家ノ言巳載二一致スルモノナリ．

 8． 「リ、ポイ ド」

 Cord・s｛用ハ悪液質僅消耗性疾忠二於デモ，更二精練形成既三観得ラレザル睾丸二於デモ

脂肪ハ豊富二存在スト青ヒ，Thaler（ηo｝ハ慢性悪液質性疾患ノ批年老二於テハ紬精管内脂肪

量ノ縄対的増加テ確認シ待トナシ且聞納胞ニハ常二多量ノ脂肪存スト言ベリーB6rberich及

Ja艇（1〕ハエ期ノ癌腫例申5例二於テ増殖セルrリポイド」二宮メル間細胞テ観タリ・癌腫及

ソノ他ノ悪性腫瘍例二於テ池崎㈹ハ紬精管内ニハS航。li氏細胞二多量ノ「リポイド」ノ出

現テ認メ，殊二精細胞ノ塑性著明ナルモノ穣多ク，且間細胞ニモ顯著二存在スト言ヘリ．大

家㈹ハ21例二尋常，9例二±曾川セルラ観，u旧。2o〕ハ細精管内及間細胞二多量二存在スル

コト多シト記セリ．鳥海｛117〕ノ白鼠二於ケル實験的移植癌例ニテハS舳。1i氏細胞及精粗紬

胞内外二現ハル・rリーポイド」穎粒ハ著シク増加シ，精練形成機鱒減退二件ヒ紬精管内二大小

多数ノ主トシテ重屈折性類脂肪騨ノ出現チ観タルモ間細胞剛旨肪穎粒ハ■般二減少スルカ，

或ハ全ク消失スルモノナリト記セリ．以上諸家ノ言巳載ヲ観ル二鳥海川7リ間細胞内二於テ減

少セルヂ擬タルモノ以外ハ概シテ「リポイド」ノ増加テ認メタリ．余ノ例二於テハソノ個々ノ

間二百ナリノ動揺ヂ示セルモノアルモ細精管内及間細胞内「リポイド」量ハ勤照例二比シテ著

シギ相違テ示サ・つレモノニシテ，宮五日w｝ガ結棲症例二於テ生理的ノ量的質的ノ塑動二一致

セル所見テ得タルコト・併セテ，癌腫症結核症共ニソノ「リポイド」最ニハ大ナル蟹化テ示サ

ザルコトラ知ルモノナリ．

 9．間細胞意義二部スル1・2ノ考察

 睾丸間細胞ノ生理的意義二關シテ多タノ業績相腫デ現ハレタリー印チ或ハ性的内分泌作用

ヲ欝ムモノナリトナシ（R6inke㈹，Regaud及Po1icard㈹，An㏄一反Bouin（3），Thand1er

及Gross〔113），Stoimch｛101｝，Sand（91），Licht㎝stemエ目。〕，Lipsc冊z㈹1〕等），或ハ成人二於テ

ハ箪二細精管萎小ニョリ組織歴減少アル時ソノ充填組織トシテ意義アリトナシ（K㏄h㈹，），

或ハ睾丸内血行調節作用アリトナシ（Schweize・（目4’），或ハ類脂肪新陳代謝二歩輿スルモノナ

リトナシ（LeuPoM岬〕，Ja税制〕，遍erberich及Ja脱〔5工，Lotz及Ja鋭㈹，0pPerm乞m

及Ja雌工77），Kawamoto（41等），叉或ハ造精都二蝪スル解毒作用ラ欝ムモノナリト解セリ

（V〇三nov及B叩■珊川3））．
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癌腫症二於クル内分泌腺ノ病理解剖學的及組織學酌研究 1203

 余ノ此塵二多少言及セント欲スル所ハ精細胞二対スル間綿胞ノ榮養補助作用，再生補助作

用及吸牧作用ナリ．

 既二1896年二p1・to（冒口〕ハ猫睾丸二於テ紬精管壁テ買キSe・to11氏細胞ト間細胞トヲ縞

プ小管ノ存在ラ認メタリト言ヒ，間細胞ハ成熟セル精練ノ榮養二必要ナル脂肪テ撮取シ之

ラ小管ヲ通ジテS・・t・11氏細胞二輪還スル榮養補助器官ナリト稚セリ．F・iedm・mωハ

Rana viridisノ睾丸ヲ槍シテ，GoIdm＾mωハ空騒染色法ニョリ各聞納胞ガ精細胞二勤スル

榮養補助器官ナルコトヲ認メタリ．Plat・以来紬精管壁ニカリレ小管ノ存在ヲ認メタル人ナ

カリシモ（Obemdorferエ72＝），最近田中U川ハTupfpr身paratニテ納精管壁二rスチグヤー

タ」ノ存在テ認メ間細胞ノ榮餐補助読二賛セリ．就詑セル如クKyIlo㈹バ間細胞二護育促

進作用ヲ推理シタルガ，又或ハ榮養補助器官タル可キバ想像シ得ルモノナリト言ヘリ、

 Kyr1e㈹ハ「レントグン」級ニテ照射セル動物睾丸ニテ賛質細胞ノ愛性アリテヨリ間細胞

増殖起リ，實質細胞ノ再生完了後間細胞ハ復蕾スルコトヨリ間細胞ハ精細胞ノ再生ヲ促進ス

ル作用テ有ストナシ，Sd帥U05〕，鮒ポ21｝亦同諭テトレリ．

 Romeis㈱㌧L㎝po1d㈱，Tiedje（1刊〕川5〕，P・i・seI舳等ハ間細胞ハ精細胞二対シ榮養補助

器官タルト共二，他方精上度ノ作製セルrホルモン」及分解産物ナルrリポイドJテ吸牧スル作

用アリトナセリ．愉Simitzky㈹ハ鳥類ノ「ビタミンB鉄乏飼養實験ニヨリ間細胞ガ紬精

管内脂肪頽放物テ吸牧スルヲ認メタリ．遍erbli㎎6ポnハ精細胞ニテrオルモン」テ分泌シ間

細胞ハ之テ撮取シ血行中二輪邊スルモノニシテ皇ロチ両者相侯ツデー機能軍倣テ形域スルモノ

ナリト推定セリ．Harms㈹〕ハ紬精管内ニテソノ分泌物ハProsek耐けテ間細胞二撮取

セラレテコ・ニテ或ル愛化テ受ケ，始ノテ完全ナル「オルモン」トシテ血行申二輪邊セラル・

モノナラント言ヘリ．

 上二ソノ概略ヲ記セル間細胞ノ榮養柳功作用，再生存峨作用汲吸牧作用ノ3読ハ者間細胞

ト紬精管内トノ直接交通アルテ前提トスル時成立チ易キモノナリ．者シ直接交通力’コノ二者

ノ間二存在スルモノナラバ紬精管内外二於テ顕微鐘化禦的二講明シ得可キ物質ノ間二相似ア

ル可キニ井ヂルカ．殊二両者ノ脂肪成分間二於クル關係二就手テ観ソーStoppatoロロ6一八間細

胞内脂肪ハ中性脂肪ナラスシテ多クハ「リポイド」ナリト言ヒ，且ソノ検査例22例中10例二於

テ蘭細胞内二重屈折性物質テ認メ，川村（蝸㈹ハ閥細胞中ニハrコレステリンエステル」テ大

量二「リポイド」テ少量二混スルト言ヒ，石橋（37〕モ「コレステリンエステル」ヲ多タノ場合認

ムルト言ヒ，K1出icke工棚，桐澤㈹，宮田岬’亦間細胞中ニハ「コレステリンエステル」得ス

ルモ紬精管中ニハ之テ認メズト言ヘリ．Ja冊6及Berbericい0，ハ聞納胸中ニハ「コレステリ

ンエステル」ハ饗寓二存スルモ精細胞ニハ殆ンド常二之テ猷如シ，叉精細胞中ニハ「フオスフ

アチーデ」饗富テルモ間細胞中ニハ少量ナリト言ヒ，JaHる（39ハ紬精管内脂肪質ハ「7オスア

ァチーデ」，「ツ1レブロジーデ」ニシテ間細胞内脂肪質ハ「コレステリンエステル」及「コレス

テリン」一月旨肪酸混合質ナルヲ観，Lotz及Ja雌（州ハ納精管内ニハ「フォス7アチーデ」及

「ツェレブロジーデ」多クシテ，「コレステリンエステル」及「コレス才リン」一指肋酸混合質呉

                  【2一】
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乏シク，閥細胞二於テハ逆二「コ・！ステリンエステル」及「コレステリーン」一臆肪酸混合質多ク

シテ；「7才ス7アチーデ」，「ツェレブロジーデ」二乏シキテ観，0pP町mam及加縦｛η〕ハ小

宛睾丸二於テLotz及J直雌㈱ノ獅親二一致スル所見ヲ得タリ．Kawamoto舳亦之二一致

スル所見テ得タリ．余ノ検査所見チ川村㈹ノ表ニョリテ分類セパ納精管内及間細胞内二於

テ「7オスファチーデ」及rツー式1ノプロジーデ」ハ存在スルモノこシテ，コノ脂質二開スル限リ

之等睾丸ノニ部分二於テ質的ノ相違ハ認メ得ザルナリ．細精管内反閥細胞内二於クル重屈折

性物質ノ種々染色法並二顯微鏡化馨的反騰二対スル態度ニハ相違デ認メス，唯カ胴熱ニヨリ重

屈折性ラ消失セシムルニ製スル濫塵ノ養異ハ可ナリニ著明テルモノナーリ．川村㈹ニョリテ

分類セパ紬糖管内二存在スルモノハ主トシテ「コレステリン」一指肋酸混合算三麗シ，間糊胞内

ニアルモノハ主トシテ「コレステIリシェステル」二麗スルモノナル可シ．然レドモ此虚二考慮

ス可キバ余ノ検査例ハ殆ンド凡テ比較的長時間「フォルマリン」申二貯蔵セラレタルモノニシ

テ，カリレ状態二於テハ中性脂肪ガ「グリセリン」ト艦肪酸二分解セラル・コトアルハ廣ク認

メラ1ノダルコトニシテ，之ト同様二納精管内二存在セシ「コレステリンエステル」ガ「コレステ

リン」’ト脂肪酸二分解セラル・コトバナキカ，余ハ之二割スル根本的業績ヲ未ダ種ヤザルガ

敬二何等積極的ノ鰯案ヲ下シ個ザル平ノナルモ，「ヂギトニン」反騰ニョリテ紬精管内畠大量

ニハ非ナル毛「コレステリン」ノ存在ヲ認メタルガ敬二少クモ綱精管内二於デカ・ル愛化ノ行

ハル・コ｝ナシトハ鐵定シ得チル羊ノナリ・叉カ・ル想像ヲ暫ク措クトスルモ・紬挿管内室

於テ多量ノ「コレステリン」一指肋酸混合質或ハ少クモ「コレステリン」二開係アル物質ノ存在

ハ導實ナルガ敬二，Jaf托（富9，，Lotz及Ja付ξ㈹，OpPerm狐n及J盆雌m〕並二Kawamoto｛｛1〕

ノ諸家ト腱肪質二襯スル限リー致セサル所アルモノニシテ，之等諸家ガ脂肪質ノ化學的相違

ニョリテ紬精管ト間細胞ノ間二直接交通チ否定セントスル考按二野シテハ直二同意5能ハザ

ルそ…ノナリー然レト千勿論両者ノ間ニッノ脂肪質ノ化學的残分二開シ禍似アリ｝スルモ決シ

テ直接交通ノ存在ヲ仮定シ得可キニ非ズ，更ニソノ他ノ所見ヨリ考按スルニ果シテ榮養補助

作用及ソノ「赤ルモン」ヲ吸牧スル作用アリトセバ綱精管内細胞成分ノ護甫最旺盛ナル時期ニ

ハ間細胞モ亦盤二増殖チ醤ミ多藪停在ス可キ筈ナリ．叉若シ再生補助作刀1テ布スルカ叉ハ頚

敷物ヲ紬精管内ヨリ吸牧スル作用ヲ有スル毛ノナリトセバ綱精管内二愛憧起リソノ細胞成分

ノ消失頽敗甚シギ時ニハ間細胞ハ最増加シテアル河キナリ．

 然ルニ常態睾丸トシテ言巳載アルモノニハ概シテ問質バ少キモノニシテ閥綿胞藪二乏シギ毛

ノナリ（P1挑⑩け日1，Kyrle側1，Schult鵬説〕，Mita㈹，，石橋エ町），Leupo1d｛馴岬〕，Ja｛fξ及

B・rb鉗i・h一帥，S1otoPol・ky及S・h1・・（9”等）．

 着壬精細胞二障碍存スル時ハ如何．Hansomann㈹ハ悪液質テ件ヒ、且細精管内納胞成

分ノ多少ノ消失テ件ファル疾患二於テハ閥細胞揖殖アリト言ヒ。Tba16r｛110）・K舳三（47㌧

Sim揃。ods（on等亦紬構管内細胞成分消失，納精管萎縮二從ヒテ聞納胞増殖シ來ルヲ喬巳載セ

リ．他方叉Stembergtlo3J八等シギ障碍ヲナス病塑時ノミナラズ，同一人ノ左右睾丸二於デ

モ，而毛本質的二同病蟹時二於ケル毛ノニテモソノ間細胞態度二差異アルコトアルヲ観，弔

                  【撃】
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橋㈹n，大家（丁3〕，宮田岬〕，猪原㈹亦間細胞数｝精細胞ノ愛僅叉ハ護育トノ間二足關係ラ認

メズト言ヒ，中村m｝ハ睾丸萎小アルモノニ必ラスシモ聞細胞墳生アル毛ノニ非ズIト言ヘリ．

 更二癌腫及ツノ他ノ悪性腫瘍例二就テ観ルニ跣rberich及Ja脇（ωノ記載セルH例中精

練形成障碍二間細胞増生テ件ヘルモノハ唯五例二遡ギズシテ精練形成騰碍アリテ間細胞増殖

テ倖ハザルそ…ノ3例アリ．更二精系系形成曄碍ナキモノニシテ間細胞多藪ナルモノ5例圧，軍需

二｝“マル毛ノ2例アリ・本田舳ハ間細胞増殖ラ認メシムルH例中3側ニテハ精細輿二変

化ナク8例ニテハ多少ノ愛叱存在シ，6例ノ闇細胞乏少ナル平ノノ内積綱砲撃化蕃シヤ禾ノ

ド中等；ナルモノト相半スルチ観，更二實質受化赦態相似ナルモノニ於デモ間細胞態度二相違

ヲ鶴タルタメ；1ノ両者ノ間二一定闘係ヲ認メス．池崎舳ハ間細胞増殖ラ認メシ冬ル5例二

於テソノ1例ニノミ精練形成旺盛ニシテ他ノ4例二於テ茜シク衰退ゼルテ観テ定關係ナシト

言ヘリ．山田｛12肺ハ精跡形成障碍テ認メサルモノ及可ナリニ障碍アル毛ノニ於テ莱二間細胞

増殖テ認メ又精練形成障碍アルモノ二間細胞減少アルモノヂ毛観察シ両者ノ間二党關嬬矛認

メズト青ヘリ．余ノ癌腫症例二於デモ精練形成障碍著明ナラスシテ荷積綜テ嬢存セシムルモ

ノ29例中間細胞増加ヂ認メシムルモバ湖，慎二増カ鵯セルモノ5例，僅少ナルモノH例ナ

リ．精練合ク猷如セルi3例中間細胞増加セルモノハ6例ニシテ他ハ僅少ニト・㌣レリ．叉同

デ睾丸ノ個々紬精管二蹴キナ観ルξ精細胞二宮ム絢精管ノ近クニ間細胞ノ多キコトアリ叉少

キコトアリ叉衰退セル紬精管用團二於デモ間細胞多藪ナルコトアリ叉少数ニト“マルコ｝ア」

リ．敬二上言巳講雫ノ記載及余ノ所見ヨリ観ル昌紬精管内綱胞成分滴長｝間細胞ノ数量トノ間

ニハ決シテー定セル關係ラ認メ待チル毛ノナリ．

 又聞細胞ガ果シテ精細胞ノ頚敗産物トシテノ「リポイド」ヲ直接二吸牧スル毛ノナリトセバ

系固精管内二邊行性劉ヒアル時ハソノ「リポイド」言量ノ上昇テ來ス可キナリ．文戯二徴スル畠

正；erberich及Ja雌㈹ハ間細胞ノ「リポイド」量ト紬精管内「リポイド」量トハ相互二逆關係鼻

立ット言ヒ，Leupo1d（醐〕ハ闇細胞「リポイド」量ハ精細胞ノヨク保クル・限リ比較的少ク殊

二「コレステリンエステル」ハ献如スルカ痕跡ニト・“マルモ，精細胞障碍アル時ハ「リポイド」・

殊二「コレステリンエステル」ハ増加スト言ヒ，Sζmit・kジ舳ハ紬精管鐙性速度ト強度二合

クー致シテ間細胞脂肪質二愛動テ來セリト言ヒ、爾氏共二間細胞ノ榮養補助作用ノ外殴改作

用ラ認メタル手ノナリ．悪瞳腫瘍吻二於テ本田岬1，池崎．舳ハ間細胞内脂肪含有量ハ精細胞

ノ愛煙慶二階一致スルチ鶴タリ．

 之芦反シテThaler（1m及大家㈹ハ聞納胞rリーボイド」量｝綱精管内「リポイド」量トノ間

・畠定開係テ認ムルコトナシト寄ヒ，鳥海｛1π〕モ自嵐睾丸二於テ精細胞頽敗アリテツノ「リポ

イド」多最ナルニカ・ハラス間細胞内「リポイド」ノ減少アルヲ記載セリ．宮田｛舳亦精核症

例二於テ精上皮ノ愛性，管腔萎縮及紬精管内「リポイド」量ト間細胞「リポイド」最トノ間二足

闇係テ認メナリキ．余ノ機査例二於デモ齢1』岬〕ト同様ノ所見チ得タルモノニシテ，翻精管

内rリポイド」ラ閥細胞ガ吸牧スル手ノナリトハ思惟シ僧ズ．

 生理的叉ハ病的状態二於クル睾丸，更二實験的二作ラレタル特殊ナル状態二於クル睾丸ユ

                  【理】
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爾スル1・2記載アルモノニ就キ1テ更ニコノ両者ノ關係テ窺ハン．

 先ヅ潜伏睾丸二就キナ先人ノ記載アルモノノー音圧テ観ルニ，Fimtti‘181，An㏄1及Bouin

－3、

CTandkr及Gross川3〕，Steinach及Licht㎝stem㈹1，Simm㎝ds舳，胱rber1〔h及

J2舵仙’，藤田舳，Kawamoto｛41｝，田中川1〕，市井㈹等八人煙叉ハ動物ノ潜伏睾丸二就キ

ナ検索シ細精管萎縮荒蕪甚きキニヵ・ハラス強キ間細胞ノ増’殖アルテ観タリ．叉Sanポ川

ハ實験的二家兎，海猿二潜伏撃丸チ作リ紬精管萎縮ト聞納胞増殖チ認メタリ．之等事費ハ潜

伏睾丸二於テハ間細胞ハ紬精管内細胞成分トハ金ク獺立セル増殖テ警ムコトアルヂ示スモノ

ナリ．

 臓下垂騒二蟹叱アルモノノ睾丸テ槍シテP趾㈹八問細胞全ク存セサル細精管萎小テ観，

M6yerエ65一，Erdhe1m Uη，Berb1i㎎er｛邊），囲申｛川一等ハ紬精管萎縮荒蕪茜シキニカ・ハラス

間細胞増生テ件ハザルラ記載セリ．然ルニー般二睾丸肺腫症二於デバ細精管萎縮荒蕪二間細

胞増生テ件フモノナリ（Ja雌及Berberich“ol）．同様二細精管萎縮テ招來スル之等爾症ノ

間二間細胞ノトレル態度二相違アルハ間細胞ハ紬精管二対シテ直接開係アルモノニ非ズシテ

他ノ内分泌腺トノ間及全身物質代謝トノ間三密接ナル闘係テ有スルコドチ思ハシムルモノナ

リ．

 一定季節二於デノミ交尾期テ有スル動物二就チノ記載テ観ルニRcgaud㈹，Tandler及

Gross川之』ハ触風ニテハ間細胞愛育ト紬精管護育ノ時期ト相一致セザルテ撃ゲ，Rasmus㎝

㈹ハMamota M㎝ax二於テ闘細胞護育ハ精細胞護育二遅レテ來ルチ観，Sti6・e U04）ハ

Doh16ハソノ交尾期二於テソノ造精部分ハ甚強キ護育テ違グルニカ・ハラス間細胞ハ殆ン

ド無劉ビニい“マルト記セリ．上言巳ノ記載ハ生理的二精細胞愛育旺盛ナル時蝋二於テ間細胞

ハ之トー致セル護育テ途グルモノニ非ズシテ，之ヨリセバ間細胞ノ細精管内二対スル直接鰯

係殊二榮養補助作用ノ如キバ認メ難キモノナリ．

 輸精路テ結紮セル實験ノ記載ラ観ルニAn㏄1及旭。uin（3〕，丁肌d1er及Gross（114〕，Stei－

nachU01〕等ハ細精管内細胞成分消失ト間細胞増殖トヲ観，Tiedje川引ハ両側二於テ各睾丸ト

副睾丸トノ間二於テ結紮テ施セル時及1側ノミ輸精管結紮テ施シ他側ハ無魔置カ或ハ去勢テ

施ス時ハ精細胞再生テ件ハズシテ紬精管萎縮ト間細胞増殖トチ観，藤舳11〕モ同様ノ賢験ニ

ョリ同機ノ結果チ得タリ．中村｛70〕ハ1側二精系結紮他則ニハ輸精管結紮テ施シ長ク飼育セ

ル動物二於テ1側全ク吸牧セラレ他側二於テハ紬精管殆ンド湧滅ノ状ニアリテ間細胞ノ腫瘍

敬二増生チ螢メルモノテ観タリ．ソノ他輸精管結紮ニコル絢精管荒蕪實験テ行ヘル人甚多

シ．ソレ等ノ記載テ観ル二間細胞増殖アリテ後萎縮荒蕪セル紬精管二再生作用テ諸メタルモ

ノァルモ，ソノ再生ハ多クハー部分ニト・“マルモノノ如ク，叉之ノセニョリテ直二間細胞ノ

再生補助作用テ確澄シ得タルモノトハ馬シ難シ．父上記諸家ノ記載セル事費ヨリ観ルモ間細

胞ト無粥解二増殖シ得ル場合アルテ否｛得ザルモノナリ．

 「レントゲン」線照射ニヨリBuschke及Schmidt（一空〕ハ紬精管ノ大部分ハ受性二階レルモ

閲細胞ハ不愛ニト“千レルテ観，肥口』及久我制）ハ納精管萎小ト間質ノ壇カげ認メ，コノ間

                  【型】
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質ハ定型的間細胞ヨリナリ得ルト言ヘリ．田中｛川〕亦紬精管萎縮ト間細胞増殖トヲ観タリ．

H舳heimcr及HoHma㎜（2師ハ紬精管萎小ト間細胞増殖アリテ次デ精細胞再生二件フ間細

胞減少テ認メ，Kyrlc㈹，Simmonds㈹亦之二等シヰ所見テ得タリ．是二由テ観ルニrレン

トゲン」線照射睾丸二於テハ紬精管萎小ト間細胞増殖アリ，次デー部紬精管内細胞再生ト間

細胞減少チ倖7モノアリテ，一見間細胞ノ再生補助作用ヲ認ム可ギガ如クナルモ狗疑義ノ得

スル所ナリ．

 之テ裏スルニ紬精管内細胞成分ト間細胞トノ間二榮養補助作用，再生補助作用，吸改作用

ノ如キ相關関係ヲ認メ得難キモノニシテ，間細胞ノ機能ハ紬精管二対スル直接的ニシテー元

論的二諭藪ス可キ簡軍ナル開係テ有スルモノニハ非ザル可キバ余ノ所見目リモ推論シ得ル財

ニシテ，恐ラクヨリ複雑テルモノニシテ，他ノ内分泌臓器ト開係アルモノナルカ或ハ全身物

質代謝二關係テ有スルモノナラ川思惟ス．

結   論

 1．本篇ハ年齢35族ヨリク8歳二列ル43例ノ人髄癌腫症例二於クル撃丸ノ病理組織學的愛化

ノ記載ナリ．

 2．撃丸重量言巳載アル25例ノ平均ハ7．4正ニシテ著シギ低下チ赤スモノナリ．

 3．精練形成ハ7脇二於テ認メラレソノ藤ニハ鉄如セリ．

 4．精上皮ノ饗惟消失八分化進ミタルモノヨリ始マルモノニシテ，精粗紬胞及Sertoli民

細胞ハ抵抗張クシテ，殊二Sertoli氏細胞テ金クハ鉄如スノレモノナシ．

 5．造精細胞ハー般二少数ナリ．精練形成ハ硬個：病ニテハ局サル・コ｝少ク，韓移形成ノ

有無二ョリテソノ障碍二大差ナク，胃癌及食道癌ノ如ク最鱗餓二局サレ易千例ニテモソノ障

碍ハ産シカラズ．之二反シテ直鵬癌及S字状結腸癌ξテハ障碍率高シ．麗重トノ間ニハ相関

關係ハ認メジメザ1ノドモ，概シテ睾丸重量低下二一致シテ紬精管萎小甚シ，

 6．細精管腔内二多核細胞ノ出現テ認メタリ．ソノ精娘細胞核ヲ有スルモノノ出現ハ15例

二，精母細胞核ヲ布スルモノハ2例二，精粗細胞核テ有スルモノハ2例二於テ存セリ．多核

細胞ノ存在セル紬精管ハ障碍テ受クルコト比較的輕度テルモノナリ．

 7．2例二於テ細精管内二結石形成テ認メタリ．

 8．細精管壁殊ニソノ研講硝子膜ノ肥厚テ認メシムルモノ多シ．一般二硝子膜肥厚二從ツ

チ納精管内容少シ．局所的二萎縮荒蕪セル納精管ノ集在スルモノヲエ6例二於テ認メタリ．

 9．間質ハー般二増加セリ，緒締織織維ノ増加ハ蕃シカラスシテ細胞成分二乏シ．

 1ひ睾丸小動脈二動脈興ヒ症ヲ認メシムルモノ46・5％二途ス・班年者二歩クー一般ノ動脈硬

化症トハ鰯係ナシ．コノ愛化高度ナル時ハツノ酉巳下二細精管萎縮推蕪ヲ招來ス．

 11．聞納胞ハ軽度二増加スルモノ多シ．値シ實質ノ愛性萎小二割シテ増加ヲ示ストハ見徴

シ待ズ．

 12納精管内及間細胞二出現スル「リポイド」量ハ著シギ増加テ示サス．間細胞内「リポイ
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ド」量ハ紬精管内愛性萎小及ソノ「リポイド」量トー定ノ關係ヲ示サス．「7オスファチーデ」

及「ツ宮レプロジーデ」ハ紬精管内及間細胞内二共二存在スルモノノ如ク，叉睾丸ノコノ二部

分二於テ共二重屈折性物質認メラル、紬精管内ニアルモノハ主トシテ「コレステリン」一脂肪

酸混合質ノ銅ク間細胞内ニァルモノハ主トシテ「コ1ノステリンエステル」ナルガ知シ．

13．間細胞ノ機能ハ恐ラクハ納精管内細胞成分二軸スル榮養補助作用，再生補助作用及吸

改作用ノ如キモノニハアラス．シテバ他ノ内分泌臓器トノ相互闘係式ハ全身物質代謝叉ハソノ

他ノ方面干開係ラ有スルモノナラン．

31月 書 8

1）AHyo曲i，ijb町die彗。genannte Sp酊matop11島g三e in Neb釦hoden．Virchows Aτch，Bd．250，S．

641．1924一 一  2）A1tmam皿，Uber EuIluchoidismus．Virchows Arcb．丑d．276，S．475．1930・ 一

3） ム皿。el u．Bo11i皿，zit・naoh Ja冊εu・Berberich・（39〕・ 一  4） A皿。eI u・Bo出i皿，垣iしn鋏。h Lip・

昌。hii屹・（50〕・一 5）浅井鼎言，日本柴テ腰用セル格子状繊維染色法二就テ．京都圏學雑誌 第23審，

第7號，78頁，大正15年．一 6）趾rbori曲u・Ja雌，Die IIoden b・i AHgem・inerkmnk㎝go皿

（mit b蹄。口derer跳rOck5ichtigung d冊Verha1tem der Zwi昌。henエenen）．F閉nk仁Zschr．仁Path．Bd．

27，S．394．1922・ 一  7）B砒bli皿ger，K．，Ober die Zwi5che高配1kn des IIodem．Ve－h，Dt；ch．

p邑tb・Go畠・Tag」8，S・186．1921・ 一 8〕Bo北コi皿ger，W。，Die g㎝it皿1o Dystmphie in ihr6r

Beziehumg星u St6ru口gen d町Hypophy舵m仙mktio口・Vhchows Arc11・Bd・228，S・151．1920・ 一  9〕

B1㎜㎜Gn醐at，Ober ein6記neue皿Eefmd in K皿乱benhod6n．Vi－cho冊Arc11・Bd・273，S・5エ，1929・馬

10）Bo坤，DeI gegenw舳ige St旦nd d研K爬b5forsch㎜g1M．m・W・Nr・41，S・1745，Nr・42’S・1785・

1931。一 11）Brack，Ober die intrakana1iku1盆冊皿Ri6帥n肥11e皿d肌m直1〕1〕1ichen Geni－alweg．ZbI．

f．Path．Bd．48，S．240，193G、 一 12）B山目fhke u・S曲m姐t，Uber die Wi－ku皿g der R舳9㎝・

5trah互e皿舳f Dr置昌㎝一D・m．W．Nr・13，S・495．1905・ 一 13）C固趾i，VeTh．Dt菖。h・Patb・Gモ彗・

Tag・3，S・115．19001 －  14）Cordos，Unte鵬uchumgon iib町de皿E元1］Husεakuter uod chτo皿i5cher

Allge㎜eimrk誠nk1エロge皿 auf die Testikel，；peエie11 a口f die Spermaユ。ge口ese，sowjo招ehachtuηgon

世bor d乱s A口ft祀ten von Fett im Hodeu．V肚。Ilows Aτch．巫d．151，S－402．1898一 ＿  15）Dori．

醐hamo伍，Eine Kombination von K祀bs und Luηgentuberkulo呂e．’Z5曲・f．K祀b5foτsch・遭d．36，S・

82．1932． 一 16）di Biasi，Ober mehrkornige Sperm乱tidonri旧舵n王e11e旧in me血sclllichon Hode口．

Virchow畠A了。h－1Bd．275，S・250．1929・ 一  17）趾ふeim，N3nosomi乱piluilari乱・Beitr・■・P証th・

Amt，Bd．62，S・302．1916・ 一  18）Fi皿。“i，ZuτP冨thologie und The冊p…e des Leist｛mhodens，

皿ebst6i皿igen週emerku1〕gen iiber die grU5記u Zwi；chen舵11en des nodon；．A正。h－f－klin．Chiエ。丑d．

55，S・I20．1897． 一 19j Fr服皿ke1，Ub釘P舳hogenese und Aetiologie d町0rchiti冨Obrosa．Mitt．

au畠den hamburg；．Staat5k冊nkeD11麸u昌em 5．1905．Simmo皿d菖（93）二握…ル． 一  20）FriεdmanI1，

股it祓ge zuτKcnD－ni昌s der A口atomie und Phy百三〇logie deτm舳η1ichon Geヨ。h工echt昌。rgaoe．Arch．f．

mikτo・k・A皿at・酬・52，S・856．1898．一 21）藤田泉r睾丸内分泌二關スル實験的研究．．實験欝

學雑誌第8巻，523頁，大正、13年．一 22〕穐井政想，「レyトゲン」去勢二關スル研究、慶膿「レ

ントゲン」肇叢書 第1観 1頁，大正15年．一 23）霞±政一，．組織ノ「ゲヲチン．」包埋法．日本病
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理學曾｛誌第4年，203頁，大正4年． 一 24）G01d㎜乱皿m，Die如舶帥㎜d i皿m祀Sek祀ti㎝

de5ge帥nden und kr舳kon0τgao｛smus im Lichte d旺”洲a！e口F虹bu皿g”．跣itr．z．kliIl．Chir．瑠d．

64，S・192．1909・一 25）G砒虻，遍e1t岨g里岨Atrophie dos meI】5ch1ichen IIode皿s・∫私田乱1921．’ 26）

肋・・。m㎜皿，Ub肛di・ε・g㎝・mt・・Zwi・・h㎝正・ll・・d・・H必皿・㎜dd・mB・d・口t㎜gb・i脾tb心

giヨ。hen Ve誠nd鉗ungtu．Virchows Arch・＝Bd・142，S1538，工895・一  27）Hansema皿m，Verh・Dtsch・

p舳・Ges・丁且g・3，S．117．1900・一 28〕H舳ms，田中（110）二捜ル．一 29）H砒xhoimer u・

Ho耐ma皿m，畿岨die amto㎜ischen Wirkungen d釘Rδntgenstτah1e掘auf den Hoden．D．m．、肌Bd．

34，S・1551．1908。  一   30） IIid刮u．I（119・a， Ein日uss dcr R6ntgenstrablen auf den llIoden des

Kaninch㎝su口dII3hns．Fo・t昌。hLd，RδDtg㎝此I；d・17，S・92，工911一一 3I〕本田蘭．諸種疾患

二於ケル睾丸ノ病理解剖學的知見補遺．日本微生物曾雑誌 第20審，3414頁，大正15年． 一 32）

堀地四朗，原護性肺臓癌種ト肺結核症トノ合併二關スル知見補遺．十全曾雑誌第38審，631頁，昭

和8年一一 33）市井正茨，睾丸間細胞ノ内分泌機能畠就テ，正覚及潜伏睾丸二於ケル細胞學的研究．

日本病理撃曾々誌 第22巻，281頁，1932年．一 34）池崎生暮，諸種疾患二於ケル睾丸ノ病理組織

撃的研究翁随．慶騰蟹學 第8倦，317頁，昭和3年．一 35〕猪原清，諸種精肺病患者ノ去勢睾丸

ノ比較検索．十全奮雑誌第37巻，臨時號，1298頁，昭和7年．一 36〕石橋松藏，睾丸問質二於ケ

ル病理的鐘化．磐事新聞 800頁，888頁，1009頁，大正5年．一 37）I曲ib帥hi，Ob町di6Zwi・

schen雅uen m“besond町er lBe冊。ksichtigu口g ihr肌pathologi菖。hen V町h舳皿isso・Mitt・d・med・Fa・

㎞1t．d・Kais・Uni冊sit・z．Toky軌Bd・22，S・39．1919・ 一 38）石川喜直，人盟解剖學 第3審，

大正3年．一 39）Ja脆，Ei皿ige5祠b帥Ke丘md満目㎝㎜dGesamtor匿ani5mu5・Zsoh一工K㎝舳uti・

○口畠！ehre ＝Bd・11， S・37I， 1925・  一   40〕 Ja価εu・I≡；erborich， HodeIl・Hirso11， I－andbuch d町

imeren Sekretion一一  41〕尽awamoto，IIodonmt町s口。hu皿g b6i ver昌。hiモdenen趾kranku腕ge皿，

in皇be畳。nd町e Cholesteri皿垂mie．Fra口kf．Zsch＾L Path1Bd．34，S．409．1926．＿ 42）Kawam11ra，

Cho！e…te・inwfott㎜g。∫㎝a一エ911．一 43）川村曖也，両生殖器二於ケル脂肪ノ比較研究（學生岡中

隆一君威繍）．日本病理學脅々誌第6巻，421頁，大正5年．一 44）同人，睾丸ノ動脈硬鍾二就テ．

留事場潤，866頁，大正5年．一 45）Kawa㎜凹ra，Mo・PhoIogie㎜d Physio1ogie der Cho1跳teτin・

5t閉tose．J㎝乱1927．＿  46）K訊wam㎜ra u，Koya㎜3，Be三t浦ge zur K帥皿t皿is der ani；otmp㎝

Ei脾日・h・ft・・d・・G舳b・1ip・id巴ZbL揃・，P・岨瑠d145，S．肌一47〕胞。・i，Ob鉗d1・Zwi－

sch㎝エe11en d舶Hod㎝s．Virchows Aroh．腕．194，S一，190a－ 48）桐渥金重，睾丸及輸精路ノ病

理補遺，第2睾丸及輸精路姐二搦護腺ノ脂肪研究．日本外科學曾雑誌 第28回，93頁，昭和2年・一

49）K1einicke，Der Lipoidsto圧wech記1der m舳nIichon Koimdエ価5en・F肥皿k［Z昌。hf・f・Patb・別・27，

S．185，1922． ＿ 50）Koch，ZwischenzeHen und Hodenatrophia Virchow；Aτch．丑吐202，S．376’

1910・一 51）Kra凹s，Ubeτdie Ri舶6回zc11e皿1〕ildu皿g i口men昌。hlich6n und tie正i冒。hen IIode匝、1Boit＾

z．path－Anat．1Bd．80，＄658．1928． 一 52）K肥ibig，むber Konkreme舳e im unterentwioko1t｛n

Hod㎝．W．K1．W．Nr．14，巳436．1924．＿ 53）Kyr1e，Beitrag2ur K㎝皿tni目der Zwi5ch㎝ze11en

d・・m㎝・・h1i・h㎝II必皿・．Zbl，H凪th．Bd．21，氏54．1910一一54）K州・，Ub・・阯wi・kl㎜g盲・

5姉r㎜g㎝de－m覧㎜lich㎝Ke1㎜driis㎝im Juge皿dalt飢w K1・w－NL46，s・1583．1910・一 55）

KyrIe，むb肛恢perimonte11e Hodemtmpllh Verh．Dtsoh．Path．G帆Tag．14，S．240，1910． 一

56）Lo㎜poM，Die lBfdcutung der Tl〕ymu5価r die Entwick1urg d町m餉。Iiche口Keimd祀菖e日・Beit＾
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z．P趾h，A口邑t，Bd・67，S．472．1920．一 57〕Lo凹Pol’，Cholesterinsto肝w6cllse1und Sper㎜jogemese・丑e畳缶・

王．Path．A口at．Bd，69，S．305．1921．一 58）Le1叩。阯，Die Bedeutu1］9dos I皿teπe口a1organ5価r die

Spemユiogemse．Veτh．Dtsch．Path．Ges．丁田g．18，S．206，工92工・ 一  59〕Lo屹u・J3服，Die

IIode口bei a11gemeinen E＝krmkungon（mit b開。口d鉗er R古。ksicht der Lipoidbefu口de und der Zu睨m－

menh肺ge mit der Nφeu口ie配）．Z5chr－f・Koη与砒ution；Ieh爬鴉d・10，S・99．1925・ 一  60〕Lidl・

t㎝s鮎㎜，MiピErfoIg ausgo肺hrte Hod㎝tra藺spla曲ti㎝am Me醐h㎝一M．m－W．Nτ一9，S．6フ3．

1916・一61〕Li岬h吻・i・干1・・伽・砒舳・i…Wi・・・・…冊・腕1。駅・…工1・t・・B・m・

1919・ 一  62〕Li岬。阯屹，D．m－W．Nr・4工，S・ユ247，192L － 63）L皿1〕趾s6h・Verh・Dt畠。h・

path．Go；・Tag・3，S・120．1900．一 64）㎜弧imow，Die bi目to！ogischen Vorg軸ge bei der IIe｛Iumg

・㎝I珊・m町1・t工㎜g㎝・・“i・R・g・皿舳ti㎝・鮒gk・itd・・肺d・㎎・w・b・昌・B舳…P盆th・A・・t・Bd・

26，s．230，18軌一朝M蝋・，工it．㎜・hJ・雌㎜u・・b・・i・h（39）・一66）㎜i佃・Phy・i吻i・・he

umd patholo9畳sche Ve描nd釘ungen d甘memchliche皿Ke丘㎜dr施e von der f砒alen1〕i5zl』τPub町t砒s・

・・it，m舳朋㎝d・醐晦。・k冒i・ht1g㎜gd・・E・tw舳mg・胴t・…P釧h・A皿・t・Bd・58，S・554．1914・一

67）宮田鄭結核症二於ケル内分泌腺ノ病理解剖學的及組織學的研究，其ノ1，睾丸ノ型化二就キナ・

十全會雑誌第34勧u59頁，昭和4年． 一 68）MOrge鵬te㎜，ZuτF「age de「SPemiOPh臥9ie・

ViτcbOws A「ch．Bd．250，S．648，τ924・一 69）中野操，野中優一，肺臓二於クル腫瘍ト結核トノ

併襲例，特二癌腫ト精核トノ合併二就テ．京都府立響科大撃雑誌 第4審，613頁，昭和5年一 一

70）中荷八太郎，家兎睾丸岡紬胞ノ腫瘍状墳生．十全曾雑誌 第30巻，959頁，大正14年． 一 71〕

同．人，内分泌ノ病畷補遺，殊二睾丸閻細胞ノ埴生．日本病理學奮々誌第16年，ユ29頁I大正ユ5年・一

72）Ob帥mdorfer，Die inne爬n m註nn1ichen Gesclllechtsorgam，Henke und Lub虹sob，Handbuch

d甘spe2i£11en pathoIogisohen An批。m丘e u皿a IIistologie． 一 73〕Oiy①，むber den正in舳s冨akuter

㎜d・hm皿i・・h・H11g・m・iu・・E・k…k㎜g㎝・・fdi・T・・tik・1．Mitt・iL並．・11g．P・tl・・1・・．P宴th・Am・

tom1Bd・4，S・393．1928・ 一  74）0iye，St乱ti；tische u皿d hi目to1ogi；che Hode鵬tudieη・Mitteil・竈・

allg．P亀tho1．u皿d p邑th，Anatom，Bd．4，S．425．1928， 一 75）Oiy2，むber meh－kernige Ze］lell i皿

de固Samemk呂誠1ch6n d町Hoden．B6itr，z．path．A皿軸．Ed．80，S．645．1928・一 76）Oiye・Ober an・

畠。hei皿end mch micht be日。hri6bene Stdmhen in deIl me正帖。h1icl］en Hoao皿．Beitr．竈・Path・A口at、＝Bd・

80，S・479．1928・・一77）Op脾r㎜3㎜11u．Ja舵，Lipoidunter盲uc11u口g im ki日d】iche皿Hode皿・Zschr・

価r Kon5舳凹tioI1s1eh爬．Bd．10，S．110．1925・ 一 78）Pick，口b伍Dy計roPhia adipo畳。ge皿it目1i昌boi

NeubiIdungen im Hypophy5engebiet，iI15beso口d町e vom praktミsch－chhurgische皿Standpu1］kt．D．m．

W．Nr－44，S．2036．1911． ＿ 79）P1就。，Zur Kenntni5der Amtomie und Phy5iΩlogie d町Ge．

schIecht冨。rgane・A－oh・f．mikmsk．A皿帥・丑d．50，S．640．1897・ 一 80）P1則。，Die i口t町stitid1en

Ze11en des Hodeロミロud ih祀physioIogischoD Bedeutu皿g－Arch．f．Mikro5k．Anat．Ed．48，S．280’

1897一 一 81）P胞t舶，M1．，Adiposit蝸mauoher Krebsk岨nker胱bsピBem町ku口g固beτdie跳zie－

hu皿g州i5chen iu皿e棚kretorischem System und C町工i皿。m．Kmbsfo耐。hung Bd．40，S．85．1933．＿

82）PrieseI，Ob町das VerhaI蛇匝von Hoden und Nebenhoden bei angobo祀皿em Fehlen des Duct蝸

defe肥n5，1口g1eich ein Be阯ag加r Fmge de目Vorkommens von Zwi㏄he皿工euen in mensohliche皿
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